
　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
前
二
稿（
１
）に
引
き
続
き
山
代
請
紙
制
に
つ
い
て
、
そ
の
後
期
の
衰
退

過
程
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
山
代
請
紙
制
は
、

田
方
・
畠
方
・
楮
方
の
本
所
務
（
年
貢
）
を
、
す
べ
て
紙
で
も
っ
て
収
納
す
る

と
い
う
特
異
な
徴
租
法
と
、
紙
の
専
売
制
が
密
接
不
可
分
に
結
び
つ
い
た
制
度

で
あ
る
。
先
行
研
究
に
は
、
御
薗
生
翁
甫
の
大
著
『
防
長
造
紙
史
の
研
究（
２
）』
が

あ
る
が
、
山
代
請
紙
制
の
作
法
・
制
度
理
解
に
は
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

山
代
紙
は
、
防
長
の
特
産
物
で
あ
る
三
白
・
四
白
（
米
・
紙
・
塩
・
蠟
）
の

一
つ
で
あ
る
が
、
近
世
初
期
か
ら
藩
財
政
収
入
の
二
大
柱
（
米
と
紙
）
を
構
成

し
て
い
た
。
山
代
紙
と
藩
財
政
の
関
連
如
何
は
、
重
要
な
論
点
で
あ
る
が
、
従

来
十
分
に
注
意
さ
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
の
課
題
は
、
山
代
請
紙
制
の
後
期
に
お
け
る
衰
退
過
程
に
つ
い

て
、
作
法
・
制
度
理
解
を
正
確
に
す
る
こ
と
と
、
藩
財
政
と
の
関
連
把
握
を
深

め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

一　

明
和
の
仕
法
替

　

山
代
帳
面
楮
の
変
遷
を
示
し
た
の
が
、
表
（
１
）
で
あ
る（
３
）。
近
世
を
通
じ
て

の
お
お
よ
そ
の
山
代
紙
の
盛
衰
が
窺
え
る
。
帳
面
楮
と
は
、
楮
検
地
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
る
ノ
ル
マ
（
労
働
の
基
準
量
）
で
あ
り
ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ン
（
政
策
指

針
・
指
導
目
標
）
で
あ
る
。
何
釜
と
表
示
さ
れ
、
中
期
に
は
一
丸
＝
三
・
〇
七

釜
漉
き
で
あ
る
。
釜
は
楮
の
単
位
で
あ
り
、
一
〇
把
＝
一
釜
（
一
釜
で
楮
一
〇

把
を
蒸
す
）。
丸
は
半
紙
の
単
位
で
あ
り
、
一
丸
＝
六
〇
束
＝
六
〇
〇
帖
＝
一

万
二
〇
〇
〇
枚
で
あ
る
。
山
代
で
は
一
丸
＝
三
・
〇
七
釜
漉
き
、
な
い
し
三
釜

漉
き
と
厳
し
い
が
、
し
ば
し
ば
山
代
の
添
石
と
な
っ
た
鹿
野
方
で
は
、
一
丸
＝

四
釜
漉
き
で
あ
っ
た
。
楮
一
釜
は
、
〇
・
三
一
石
に
石
盛
を
さ
れ
、
山
代
に
固

有
の
楮
石
が
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
の
楮
検
地
で
成
立
す
る
。
そ
の
時
点
で

の
帳
面
楮
は
、
七
万
二
〇
〇
〇
釜
（
一
丸
＝
三
釜
漉
き
と
す
れ
ば
二
万
四
〇
〇

〇
丸
）
で
近
世
期
最
大
で
あ
る
。
貞
享
三
年
検
地
（
一
六
八
六
）
で
六
万
二
三

七
〇
釜
（
約
二
万
丸
）
と
な
り
、衰
勢
を
迎
え
て
の
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）

楮
検
地
で
、
五
万
釜
（
一
万
六
二
八
六
丸
）
に
減
少
す
る
。
寛
保
三
年
（
一
七

四
三
）
に
楮
石
が
免
除
と
な
っ
た
が
、
帳
面
楮
は
五
万
釜
の
ま
ま
、
近
世
後
期
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を
迎
え
た
。

　

山
代
請
紙
制
で
は
、
表
（
１
）
の
下
段
に
数
式
を
示
し
た
よ
う
に
、
①
田
方

物
成
米
（
田
方
石
高
×
〇
・
四
＝
田
方
物
成
、
こ
れ
に
口
米
三
％
が
加
わ
る
）

を
一
旦
収
納
し
た
上
で
、
紙
収
納
の
度
に
定
和
市
（
中
期
は
二
石
六
斗
替
、
則

ち
石
別
三
八
・
四
六
匁
）で
地
元
に
売
り
払
っ
た
代
銀（「
御
仕
入
米
」と
い
う
）、

②
畠
方
物
成
（
畠
方
石
高
×
一
〇
匁
＝
畠
銀
）、
③
楮
方
物
成
（
帳
面
楮
×
〇
・

三
一
＝
楮
石
、
楮
石
×
一
〇
匁
＝
楮
銀
）、
の
三
者
を
積
算
し
た
も
の
を
本
所

務
（
年
貢
）
と
す
る
。
一
方
、
帳
面
楮
に
把
銀
（
わ
ぎ
ん
、
一
釜
当
た
り
の
年

貢
銀
で
、
中
期
以
降
一
四
匁
）
を
乗
じ
た
も
の
が
紙
年
貢
銀
で
あ
る
。
帳
面
楮

を
丸
に
換
算
（
中
期
は
一
丸
＝
三
・
〇
七
釜
漉
き
）
し
、
こ
れ
に
根
銀
（
一
丸

当
た
り
四
三
匁
の
年
貢
銀
、
つ
ま
り
一
四
匁
×
三
・
〇
七
＝
四
二
・
九
八
匁
の

計
算
）
を
乗
じ
て
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
え
の
①
②
③
の
積
算
で
あ
る
本

所
務
と
、
帳
面
楮
か
ら
の
計
算
の
紙
年
貢
銀
が
、
根
銀
を
介
し
て
一
致
す
る
。

寛
保
三
年
に
楮
石
一
万
五
五
〇
〇
石
を
「
宥
免
」（
免
除
）
し
た
が
、
帳
面
楮

か
ら
の
計
算
は
変
え
な
か
っ
た
の
で
、
紙
年
貢
額
は
維
持
さ
れ
た
。
積
算
さ
れ

た
本
所
務
を
、根
銀
価
格
の
紙
で
「
御
買
上
」
げ
に
な
る
、と
い
う
。
紙
単
（
か

み
ひ
と
え
、
つ
ま
り
紙
の
み
）
で
年
貢
を
上
納
す
る
と
い
う
特
異
な
徴
租
法
で

あ
る
。
こ
れ
に
専
売
制
に
よ
る
「
御
売
上
り
銀
」（
中
期
に
は
「
五
割
銀
」
と

「
菰
付
銀
」
＝
余
計
）、
つ
ま
り
売
却
益
が
加
わ
る
。
根
銀
の
一
・
五
倍
以
上
で

売
れ
る
よ
う
に
根
銀
額
を
設
定
し
た
。
売
却
価
格
の
三
分
の
二
以
下
に
根
銀
を

設
定
し
た
（
値
切
っ
た
）
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
「
請
紙
」
と
い
う

用
語
は
、
帳
面
楮
で
割
り
振
ら
れ
た
紙
を
、
責
任
を
持
っ
て
上
納
す
る
こ
と
を

い
う
。
そ
の
額
で
請
け
た
の
だ
か
ら
、責
任
を
持
っ
て
払
え
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
の
一
丸
当
た
り
の
モ
デ
ル
が
、
図（
１
）で
あ
る（
４
）。

こ
の
時
点
で
は
、
把
銀
一
四
匁
（
一
釜
当
た
り
の
年
貢
銀
）、
一
丸
＝
三
・
〇

七
釜
漉
き
（
し
た
が
っ
て
一
丸
当
た
り
の
根
銀
＝
年
貢
銀
は
四
三
匁
）、
定
和

市
二
石
六
斗
替
（
田
方
物
成
米
の
現
地
で
の
売
値
段
米
一
石
＝
銀
三
八
・
四
六

表（１）山代帳面楮の変遷
年代 西暦 楮（釜） 丸換算（丸） 楮石（石） 代官 備考

明暦４戌年楮検地 1658 72354.74 24118.25 22429.969 村上七兵衛

（この年楮検地の事実なし。寛
永５年山代楮究で72000釜。承
応１年の山代代官市川九郎右衛
門による楮抨の数値ヵ）。

寛文７未年改 1667 61614.31 20538.10 19100.436 粟屋五郎兵
衛 （他の史料でも確かめられる）。

貞享４卯年検地 1687 62370.61 20316.16 19334.889 福井吉兵衛

元 禄10年 楮 抨 で 現 楮50000釜
とし、被楮24.9％を設定。帳
面楮は変えず。貞享検地楮石
19351.97石と一致。

享保19寅年改 1734 50000.00 16286.64 15500.000 坂九郎左

寛保３亥年楮石宥
免 1743 木梨弥右

楮石15500石宥免。但、把銀１
釜＝14匁を設定して帳面楮で管
理。

明和６丑年検地改 1769 46530.00 15510.00 14424.300 村田四郎左
山縣弥兵衛

弘化３午年御改法 1846 44369.37 14789.79 13754.505 山田市郎右 13296釜５ヵ年休釜。
同根釜 31024.79 10341.60 9617.685
嘉永７寅年抨替 1854 46530.00 15510.00 14424.300 日野良蔵 明和年御改之帳面ニ差戻。
※釜から丸へは、１丸＝３釜漉きで換算、ただし中期は１丸＝3.07釜漉きで換算。
※楮石は１釜＝0.31石で換算。寛保３年以降楮石はなくなったが、参考のために算出した。
※出典：県庁旧藩記録825「製紙録」弐ノ上の「明暦年中より追々楮検地猶御改法抨替被仰付候廉書」。

山代請紙制の年貢計算
　　　　 年貢率　口米　　 定和市　　　　　　　　畠銀　　　　　 楮銀　　　　　　漉き　　 根銀
田方現高×０．４×１．０３×３８．４６匁＋畠方現高×１０匁＋楮石×１０匁＝帳面楮÷３．０７×４３匁
　　　　　 ↓
帳面楮÷３×４２匁＝紙年貢　　明和６年仕法
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把
銀
六
百
五
拾
壱
貫
四
百
弐
拾
目　
　
　
　
　
（
一
釜
＝
一
四
匁
）

　
　

丸
ニ
し
て
壱
万
五
千
五
百
拾
丸　
　
　
　
　
　
（
一
丸
＝
三
釜
漉
き
）

　
　
　

但
、
把
銀
釜
別
拾
四
匁
、
三
釜
壱
丸
、
丸
別
四
拾
弐
匁
ニ
し
て

　

此
御
仕
入

　
　

米
九
千
三
百
六
石

　
　
　

但 

、
丸
別
六
斗
ニ
し
て
右
之
辻
、
尤
根
銀
四
拾
弐
匁
、
増
御
仕
入
拾
弐

匁
共
ニ
五
拾
四
匁
之
内
、
三
拾
目
銀
渡
被
仰
付
、
残
弐
拾
四
匁
、
和

市
弐
石
五
斗
替
米
ニ
し
て
丸
別
六
斗
充

　
　

銀
四
百
六
拾
五
貫
三
百
目　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
石
＝
四
〇
匁
）

　
　
　

但 

、
丸
別
三（
三
拾
目
）斗充
ニ
し
て
右
之
辻
、
尤
前
ニ
相
見
候
五
拾
四
匁
之
内
、

米
代
弐
拾
四
匁
引
残
り
、
丸
別
三
拾
目
宛

　
　

米
ニ
し
て
七
千
四
百
四
拾
四
石
八
斗

　
　
　

但
、
和
市
壱
石
六
斗
替
之
引
当
ニ
し
て　
　
（
一
石
＝
六
二
・
五
匁
）

　

米
単
ニ
し
て

　
　

以
上
壱
万
六
千
七
百
五
拾
石
八
斗

　

仕
法
替
の
要
点
は
、
①
享
保
十
九
年
改
定
の
帳
面
楮
五
万
釜
（
一
万
六
二
八

六
丸
）
を
、
前
山
代
二
万
五
六
八
〇
釜
（
八
五
六
〇
丸
）
と
奥
山
代
二
万
〇
八

五
〇
釜
（
六
九
五
〇
丸
）
の
合
計
四
万
六
五
三
〇
釜
（
一
万
五
五
一
〇
丸
）
に

改
定
、
②
本
所
務
分
（
紙
年
貢
）
に
当
た
る
把
銀
七
〇
〇
貫
目
（
一
四
匁
×
五

〇
〇
〇
〇
÷
一
〇
〇
〇
）
を
、
六
五
一
貫
四
二
〇
匁
（
一
四
匁
×
四
六
五
三
〇

÷
一
〇
〇
〇
）
に
改
定
、
③
一
丸
＝
三
・
〇
七
釜
漉
き
を
、
一
丸
＝
三
釜
漉
き

に
改
定
（
し
た
が
っ
て
把
銀
一
釜
＝
一
四
匁
は
変
わ
ら
な
い
が
、根
銀
一
丸
は
、

匁
）、
帳
面
楮
五
万
釜
、
本
所
務

＝
紙
年
貢
七
〇
〇
貫
目
（
五
〇
〇

〇
〇
×
一
四
、
あ
る
い
は
一
六
二

八
六
×
四
三
）
と
、
中
期
以
来
変

わ
っ
て
い
な
い
。
宝
暦
十
年
の
紙

売
却
値
段
は
一
丸
＝
一
〇
〇
匁
と

や
や
高
く
、
増
仕
入
・
雑
費
（
必

要
経
費
）
を
払
っ
て
も
、
専
売
制

に
よ
る
売
却
益
（
売
上
り
銀
と
い

う
）
は
三
八
匁
余
あ
る
。
こ
の
モ

デ
ル
通
り
半
紙
が
収
納
・
売
却
さ

れ
れ
ば
、
本
所
務
分
七
〇
〇
貫
目

と
売
却
益
六
二
六
貫
目
余
が
藩
の

収
入
と
な
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま

で
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　

享
保
十
九
年
以
来
の
山
代
紙
仕

法
が
改
変
さ
れ
る
の
は
、
明
和
六

年
（
一
七
六
九
）
の
仕
法
替
で
あ

り
、
近
世
後
期
山
代
請
紙
制
の
基
本
骨
格
と
な
る
。
仕
法
替
の
内
容
は
、
つ
ぎ

の
通
り
で
あ
る（
５
）。

　
　
　

根
山
代
御
仕
入
と
鹿
野
方
へ
当
ル
御
仕
入
と
御
損
徳
差
引

　

一
楮
四
万
六
千
五
百
三
拾
釜

図（１）　宝暦10年（1760）モデル　１丸当たり

（14匁×3.07釜＝42.98匁≒43匁）

43匁　　米0.36石＝13.846匁　御買せ米代
 （漉き飯米）
 29.154匁　御仕入銀　

18.5匁 3.6匁 菰付銀より還元
 1.15125匁 三番修甫麦代（釜別0.375匁）
 6.959匁 丸別6.8匁銀
 0.8235匁 海上運賃銀
 4.616匁 漉き飯米間欠銀
 0.591匁 釜別１升米幷一番修甫米間欠銀
 0.787匁 二番修甫釜別５合（南和市1.95石替）

43匁 61.5匁 100匁

43匁
御帳面楮１丸分漉立御仕入銀＝根銀

18.5匁
増仕入・雑費

38.47225匁
御売上り銀１丸＝付御徳用分

（700貫目） （300貫目） （626貫目）
於大坂御売立代金

　 　 　 　 ＝

※山代定和市2.6石替（１石＝38.46匁）　※南和市1.95石替（１石＝51.28匁）
※出典： 県庁旧藩記録824「製紙録」壱ノ上の宝暦10年３月「山代宰判半紙米銀御仕入辻幷壱丸ニ付於大坂

ニ御売上御徳用銀差引」。
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四
三
匁
か
ら
四
二
匁
に
変
わ
る
）、
④
定
和
市
（
根
銀
の

米
仕
入
価
格
）
二
石
六
斗
替
（
米
一
石
＝
三
八
・
四
六
匁
）

を
二
石
五
斗
替
（
米
一
石
＝
四
〇
匁
）
に
改
定
、で
あ
る
。

　

①
は
、
別
の
史
料（
６
）か
ら
表
（
２
）
の
ご
と
く
変
わ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
現
楮
を
も
と
に
、
前
山
代
は
八
割
の

被
楮
（
か
づ
き
こ
う
ぞ
、つ
ま
り
水
増
し
）
を
入
れ
て
一
・

八
倍
、
奥
山
代
は
六
割
九
分
五
厘
の
被
楮
を
入
れ
て
一
・

六
九
五
倍
の
帳
面
楮
と
し
た
。
両
山
代
合
わ
せ
て
二
万

六
五
三
三
釜
の
現
楮
を
、四
万
六
五
三
〇
釜
（
現
楮
の
一
・

七
五
倍
）
の
帳
面
楮
に
膨
ら
ま
せ
た
の
で
あ
り
、
明
和

六
年
時
点
で
の
山
代
紙
の
実
態
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

被
楮
を
設
定
す
る
と
い
う
方
法
は
、
元
禄
十
年
・
享
保

十
九
年
の
前
例
が
あ
り
、
帳
面
楮
が
そ
の
都
度
減
少
し

て
い
る
。
被
楮
の
解
消
に
向
け
て
、
楮
苗
の
植
付
ほ
か

の
投
資
を
必
要
と
し
た
。

　

④
は
、
山
代
田
方
物
成
米
を
一
旦
収
納
し
、
楮
修
甫
飯
米
・
紙
漉
き
飯
米
と

し
て
、
紙
収
納
の
た
び
ご
と
に
こ
の
価
格
で
地
元
に
払
い
下
げ
る
。
一
丸
当
た

り
米
六
斗
の
作
法
と
な
っ
た
が
、こ
れ
は
ほ
ぼ
山
代
田
方
物
成
（
口
米
を
含
む
）

に
匹
敵
す
る
（
〇
・
六
石
×
一
五
五
一
〇
丸
＝
九
三
〇
六
石
）。
定
和
市
は
、

時
価
相
場
（
明
和
頃
は
一
石
六
斗
替
、
つ
ま
り
米
一
石
＝
六
二
・
五
匁
）
と
の

間
に
「
間
欠
銀
」（
あ
い
か
け
ぎ
ん
、
つ
ま
り
逆
鞘
）
が
で
て
、
間
欠
銀
が
大

き
い
ほ
ど
藩
の
側
の
損
（
必
要
経
費
）
が
大
き
く
な
り
売
却
益
に
食
い
込
む
。

山
代
定
和
市
は
、
銀
一
〇
〇
匁
を
初

期
三
石
替
（
米
一
石
＝
三
三
・
三
三

匁
）
→
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
二

石
六
斗
替
（
米
一
石
＝
三
八
・
四
六

匁
）
→
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
二

石
五
斗
替
（
米
一
石
＝
四
〇
匁
）
と

変
遷
し
、
明
和
の
定
和
市
は
幕
末
ま

で
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
後
述

す
る
よ
う
に
、
と
く
に
米
価
の
高
騰

す
る
幕
末
に
は
、
売
却
益
ど
こ
ろ
か

損
銀
ま
で
生
じ
る
事
態
と
な
っ
た
。

な
お
、
本
所
務
分
以
外
の
増
仕
入
の

部
分
は
、
時
価
相
場
で
地
元
に
払
い

下
げ
る
。

　

図
（
２
）
は
、
明
和
六
年
改
定
モ

デ
ル
で
あ
る（
７
）。
図
（
１
）
の
大
坂
売

却
値
段
は
、
一
丸
＝
一
〇
〇
匁
と
比

較
的
高
か
っ
た
が
、
明
和
六
年
モ
デ

ル
で
は
、
一
丸
＝
九
二
匁
と
推
定
し

た
。
ち
な
み
に
、
宝
暦
四
年
は
九
〇

匁
、
安
永
四
年
・
文
化
十
年
・
文
政

四
年
は
九
二
匁
で
あ
る
。

表（２）明和６年帳面楮

項目
享保19年
改帳面楮
（釜）

現楮（釜）
明和６年
改帳面楮
（釜）

同丸換算
（丸） 備考

前山代 29150.48 14252.30 25680.00 8560.00 現楮×1.8＝明和６年帳面楮
奥山代 20849.52 12281.40 20850.00 6950.00 現楮×1.695＝明和６年帳面楮
根山代合計 50000.00 26533.70 46530.00 15510.00 明和６年から１丸＝３釜漉き
出典：萩市立図書館所蔵「御所帯方御一紙大概抜粋」（安永４年）。

図（２）　明和６年（1769）改定モデル　１丸当たり

楮修甫米（1･2･3番） 0.06石
暮渡し 0.12石
紙漉き飯米 0.42石

（上納の度々）
　　　　　　　　　　　　　　
以上御仕入米 0.6石 

「楮作仕候者手取」　27匁
　暮渡し 12匁（0.192石）
　苧楮買得代 15匁（0.24石）
　楮方諸出銀 ３匁（0.048石）
　　　　　　　　　　　　　　　　
以上銀渡し 30匁（0.48石）

川船運賃・大坂運賃
萩廻運賃・下見取賃
筆墨代等の雑費

（651.42貫目） （245貫目） （530貫目）

※山代定和市2.5石替（１石＝40匁）　※和市1.6石替（１石＝62.5匁）
※出典：松原家文書「御帋段之儀ニ付覚書」・「明和六丑ノ年御改山代諸御紙仕法書」。

42匁 54匁 57.8匁 92匁

12匁
増御仕入

3.8匁
雑費

34.2匁
売上り銀（売却益）

42匁
根銀（御仕入米銀）＝本所務

米６斗（24匁）
銀30匁（18匁と12匁）

（間欠銀）

文銀3.8匁

楮46530釜＝15510丸＝把銀651貫420匁（把銀1釜＝14匁、１丸３釜漉き、根銀１丸＝42匁）

三
〇



　

明
和
六
年
改
定
モ
デ
ル
は
、帳
面
楮
四
万
六
五
三
〇
釜（
一
万
五
五
一
〇
丸
）、

把
銀（
本
所
務
分
）六
五
一
・
四
二
貫
目
の
一
丸
当
た
り
換
算
で
あ
る
。
根
銀（
一

丸
当
た
り
の
本
所
務
分
）
は
四
二
匁
で
あ
り
、
米
六
斗
（
定
和
市
二
石
六
斗
替

で
二
四
匁
）
の
御
仕
入
米
と
一
八
匁
の
御
仕
入
銀
か
ら
な
っ
て
い
る
。
一
丸
当

た
り
米
六
斗
は
、
一
万
五
五
一
〇
丸
で
九
三
〇
六
石
と
な
り
、
山
代
田
方
物
成

額
約
一
万
石
（
口
米
を
含
む
）
に
近
く
な
る
。
つ
ま
り
地
元
の
米
年
貢
を
一
旦

収
納
し
て
、
紙
収
納
と
引
き
替
え
に
、
飯
米
と
し
て
地
元
に
払
い
下
げ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
「
売
り
渡
し
」
値
段
が
定
和
市
で
あ
り
、
時
価
よ
り
安

い
。
米
六
斗
の
内
容
は
、
楮
修
甫
飯
米
（
三
月
の
一
番
修
甫
、
五
月
の
二
番
修

甫
、
七
月
の
三
番
修
甫
）・
暮
渡
し
飯
米
・
紙
漉
き
飯
米
で
あ
り
、
宝
暦
十
年

モ
デ
ル
よ
り
強
化
さ
れ
て
い
る
。
本
所
務
分
の
残
り
一
八
匁
は
、
も
と
も
と
畠

方
・
楮
方
の
年
貢
銀
で
あ
り
、
実
際
に
「
御
仕
入
」
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

こ
の
部
分
の
銀
が
動
く
の
は
、
紙
納
入
の
未
進
が
あ
っ
た
と
き
で
あ
る
。
つ
ぎ

に
増
仕
入
は
一
二
匁
で
、本
所
務
分
の
一
八
匁
と
合
わ
せ
て
三
〇
匁
の
内
容
は
、

「
楮
作
仕
候
者
手
取
」
二
七
匁
と
「
楮
方
諸
出
銀
」
三
匁
で
あ
る
。「
手
取
」
の

内
容
は
、「
苧
楮
買
得
代
」一
五
匁
を
含
ん
で
お
り
、不
足
楮
を
買
う
代
銀
で
あ
っ

て
、
純
粋
の
「
手
取
」
で
は
な
い
。
初
期
は
不
足
楮
を
他
国
か
ら
買
っ
て
い
た

が
、
中
期
こ
ろ
か
ら
他
宰
判
の
楮
を
移
入
し
た
。
注
意
を
要
す
る
の
は
、
本
所

務
分
の
「
御
仕
入
米
」
以
外
の
米
の
払
い
下
げ
価
格
は
、
時
価
相
場
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
明
和
の
時
点
で
は
一
石
六
斗
替
（
一
石
＝
六
二
・
五
匁
）
で
あ

る
。
定
和
市
と
時
価
相
場
で
は
、
一
石
当
た
り
二
二
・
五
匁
の
間
欠
銀
が
生
じ

る
。
本
所
務
分
米
六
斗
に
当
て
は
め
る
と
、
一
丸
当
た
り
一
三
・
五
匁
の
間
欠

銀
と
な
り
、
図
（
２
）
の
雑
費
に
こ
れ
を
計
上
す
る
と
、「
御
売
上
り
銀
」（
売

却
益
）
は
二
〇
・
七
匁
に
縮
む
。
定
和
市
と
実
勢
米
価
の
差
の
問
題
は
、
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。

　

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
仕
法
替
前
後
の
史
料
を
見
て
い
く
と
、
山
代
紙
以

外
の
諸
郡
紙
を
含
め
た
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
宝
暦
四
年
（
一
七

五
四
）「
御
所
帯
根
積（
８
）」
で
は
、
一
万
九
〇
〇
〇
丸
の
山
代
紙
を
含
む
諸
郡
半

紙
を
大
坂
に
売
却
し
、
丸
別
九
〇
匁
の
引
当
と
し
て
正
銀
一
七
一
〇
貫
目
の
代

銀
と
し
て
い
る
（
黒
保
は
三
九
〇
〇
丸
、
丸
別
二
〇
匁
で
七
八
貫
目
）。
こ
の

他
に
萩
で
の
家
来
へ
の
売
紙
一
一
七
五
丸
ほ
か
で
一
一
六
貫
目
余
、
清
末
売
紙

一
・
一
三
二
貫
目
が
あ
る
。
大
坂
運
送
米
約
四
万
石
（
和
市
二
石
五
斗
替
、
米

一
石
＝
四
〇
匁
）
の
売
却
代
銀
一
六
〇
〇
貫
目
、
生
蠟
二
五
三
八
丸
の
大
坂
売

却
代
銀
八
四
七
貫
目
と
比
較
し
て
み
る
と
、
諸
郡
紙
大
坂
売
却
代
銀
一
七
一
〇

貫
目
の
大
き
さ
が
わ
か
る
。
大
坂
借
銀
の
内
に
「
紙
屋
中
先
納
銀
」（
翌
年
の

紙
を
担
保
に
し
て
の
借
銀
）四
四
八
貫
目
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
こ
う
。

「
本
銀
」（
一
匁
＝
八
〇
文
）
と
「
単
銀
」（
藩
札
）
の
歩
差
し
は
一
八
％
で
あ

る（
本
銀
×
一
・
一
八
＝
単
銀
）。
大
坂
売
却
諸
郡
紙
一
万
九
〇
〇
〇
丸
の
う
ち
、

山
代
紙
が
ど
の
く
ら
い
含
ま
れ
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
同
史
料
に
は
両
山

代
（
前
・
奥
山
代
宰
判
、
根
山
代
と
い
う
）
の
楮
方
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　
　
　

両
山
代
楮
方

　

一
御
帳
面
楮
五
万
釜

　
　
　

此
把
銀
七
百
貫
目

三
一



　

帳
面
楮
五
万
釜
の
把
銀
（
わ
ぎ
ん
、
一
釜
＝
一
四
匁
。
こ
の
場
合
は
本
所
務

分
を
指
す
）
は
、
七
〇
〇
貫
目
で
あ
り
、
一
丸
＝
三
・
〇
七
釜
漉
き
と
す
れ
ば
、

一
万
六
二
八
六
丸
で
あ
る
。
丸
別
根
銀
四
三
匁
（
一
四
匁
×
三
・
〇
七
＝
四
三
）

に
こ
の
一
万
六
二
八
六
丸
を
乗
じ
て
も
、
七
〇
〇
貫
目
の
本
所
務
分
が
出
る
。

帳
面
楮
の
一
万
六
二
八
六
丸
が
完
納
さ
れ
た
と
仮
定
す
る
と
、そ
の
内
か
ら「
御

用
紙
」（
藩
主
ほ
か
の
遣
紙
・
贈
答
用
紙
）
と
萩
売
紙
を
差
し
引
い
た
も
の
が

大
坂
売
紙
と
な
る
。

　

つ
ぎ
に
明
和
六
年
仕
法
替
を
経
た
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）「
御
所
帯
方
一

紙
大
概
抜
粋
」
で
は
、
前
山
代
の
本
所
務
分
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　

前
山
代

　

一
米
五
千
百
三
拾
六
石

　

一
本
銀
百
五
拾
四
貫
八
拾
目

　
　

此
漉
立
半
紙
八
千
五
百
六
拾
丸

　
　
　

此
内
四
百
九
拾
弐
丸
、
御
用
紙
品
々
漉
立
ニ
付
減
少
也　

　
　

 

右
前
山
代
才
判
根
受
楮
弐
万
五
千
六
百
八
拾
釜
、
釜
別
拾
四
匁
之
把
銀
を

三
釜
壱
丸
ニ
付
丸
別
本
銀
四
拾
弐
匁
之
半
紙
ニ
し
て
右
之
辻
、
丸
別
之
御

仕
入
ハ
、
根
銀
之
内
弐
拾
四
匁
を
弐
石
五
斗
替
之
米
ニ
し
て
六
斗
幷
本
銀

拾
八
匁
也
、
尤
紋
相
ニ
応
シ
漉
崩
被
仰
付
候
故
、
現
漉
立
之
儀
ハ
増
減
有

之
候
、
且
又
前
々
諸
楮
名
目
段
々
有
之
候
へ
共
、
明
和
六
丑
ノ
年
御
改
ニ

付
、
諸
楮
名
目
被
差
止
候
而
、
楮
見
抨
被
仰
付
、
前
山
代
之
儀
已
来
此
辻

を
以
漉
立
被
仰
付
候
、（
中
略
）
現
楮
□
壱
万
四
千
弐
百
五
拾
弐
釜
弐
把

七
歩
有
之
□
割
、
余
者
被
キ
ニ
当
り
候
故
、
八
歩
増
ニ
し
て
前
書
之
通
被

仰
付
候

　

こ
の
史
料
は
、
明
和
六
年
仕
法
替
の
内
容
を
示
し
、
表
（
２
）・
図
（
２
）

と
矛
盾
し
な
い
。
前
奥
合
わ
せ
て
米
九
三
〇
六
石
、
本
銀
二
七
九
・
一
八
貫
目
、

漉
立
半
紙
一
万
五
五
一
〇
丸
で
あ
る
。
本
所
務
分
は
、
米
の
定
和
市
二
石
五
斗

替
で
三
七
二
・
二
四
貫
目
と
二
七
九
・
一
八
貫
目
の
合
計
六
五
一
・
四
二
貫
目

で
あ
り
、
宝
暦
ま
で
の
七
〇
〇
貫
目
か
ら
四
八
・
五
八
貫
目
減
少
し
て
い
る
。

諸
郡
請
紙
合
計
と
大
坂
売
紙
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　

一
同
弐
千
九
拾
貫
五
拾
六
匁

　
　

 

右
諸
郡
根
請
紙
惣
合
弐
万
六
千
九
百
三
十
五
丸
之
内
、
三
千
二
百
拾
七
丸

御
用
紙
品
々
漉
立
、
且
半
紙
上
紋
漉
崩
候
故
、
根
請
紙
減
少
之
分
近
年
抨

を
以
引
之
、
現
半
紙
弐
万
三
千
七
百
十
七
丸
、
此
内
千
丸
ハ
萩
積
廻
被
仰

付
、
御
用
紙
幷
御
家
来
中
江
御
定
直
段
を
以
売
払
被
仰
付
、
代
銀
格
別
ニ

請
備
相
成
候
故
引
残
、
弐
万
七
百
拾
八
丸
大
坂
ニ
て
御
売
直
段
丸
別
凡
九

十
弐
匁
宛
之
引
当
ニ
し
て
受
之

　

諸
郡
請
紙
の
合
計
は
二
万
六
九
三
五
丸
（
内
根
山
代
一
万
五
五
一
〇
丸
）、

内
御
用
紙
三
二
一
七
丸
（
内
山
代
四
九
二
丸
）、内
萩
積
廻
し
一
〇
〇
〇
丸
（
御

用
紙
と
家
中
売
紙
）、
残
り
の
二
万
〇
七
一
八
丸
が
大
坂
売
紙
で
あ
る
。
大
坂

で
の
半
紙
売
却
値
段
は
、
一
丸
＝
九
二
匁
、
二
〇
九
〇
・
〇
五
六
貫
目
で
あ
る
。

な
お
本
銀
と
単
銀
の
歩
差
し
は
、
一
八
％
か
ら
五
・
三
％
へ
と
改
善
さ
れ
て
い

る
。
諸
郡
公
納
紙
の
「
御
仕
入
米
銀
幷
雑
用
共
ニ
」
は
、
米
一
万
九
二
〇
五
石

余
・
銀
八
四
六
貫
目
余
で
あ
る
。
諸
郡
根
請
紙
二
万
六
九
三
五
丸
に
こ
れ
だ
け

の
米
銀
が
投
資
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
に
は
、
根
山
代
本
所
務
分
六
五

三
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一
・
四
二
貫
目
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
投
資
で
は
な
く
年
貢
な
の
で
あ
っ

て
、
山
代
以
外
の
諸
郡
紙
と
決
定
的
に
違
う
点
で
あ
る
。

　

明
和
六
年
仕
法
替
の
翌
年
か
ら
、
山
代
に
は
「
楮
苗
代
幷
植
付
人
力
飯
米
」

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
被
楮
の
解
消
に
向
か
っ
て
の
投
資
で

あ
り
、
二
〇
年
間
毎
年
前
山
代
七
五
〇
釜
・
奥
山
代
五
〇
〇
釜
分
が
計
上
さ
れ
、

根
山
代
計
米
三
〇
〇
石
・
単
銀
三
九
・
〇
六
二
五
貫
目
（
安
永
二
年
に
二
割
引

と
な
っ
て
い
た
）
が
投
資
（
必
要
経
費
と
し
て
計
上
）
さ
れ
る
。
ま
た
安
永
三

年
か
ら
、
山
代
に
は
折
下
米
（
お
り
さ
げ
ま
い
）
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
は
田

方
の
石
盛
が
高
い
た
め
に
、
物
成
米
八
〇
〇
石
（
四
ツ
物
成
の
石
高
に
し
て
二

〇
〇
〇
石
）
を
、
検
見
受
け
田
方
を
中
心
に
減
免
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

「
歩
通
り
」
と
い
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
仕
法
が
仕
法
替
以
降
採
用
さ
れ
た（
９
）。

　
　

 

歩
通
七
歩
八
朱
と
言
ハ
、
年
々
之
現
楮
善
悪
之
差
別
諸
村
之
評
判
聞
繕
之

上
、
打
廻
り
中
・
大
庄
屋
・
御
恵
米
方
・
算
用
師
銘
々
歩
通
思
入
之
処
入

札
相
認
、
印
封
ニ
し
て
差
出
シ
候
上
、
於
御
代
官
所
全
儀
之
上
、
山
代
中

之
楮
高
四
万
六
千
五
百
三
拾
釜
之
内
、
何
歩
何
朱
と
成
共
漉
立
之
員
数
相

定
り
候
、
則
是
を
歩
通
と
言
也
、
相
定
候
員
数
を
印
封
ニ
し
て
、
村
々
江

沙
汰
相
成
候
、
前
段
歩
通
七
歩
八
朱
を
百
姓
人
別
江
当
り
御
帳
面
辻
受
釜

数
江
懸
ケ
候
へ
ハ
、
一
ツ
書
之
員
数
壱
釜
三
把
壱
歩
、
其
年
之
歩
通
現
帋

漉
立
上
納
辻
ニ
当
ル

　

す
な
わ
ち
歩
通
り
と
は
、
楮
方
の
検
見
で
あ
り
、
現
楮
の
出
来
を
勘
案
し
て

上
納
紙
額
を
き
め
る
こ
と
を
い
う
。「
楮
苗
代
幷
植
付
人
力
飯
米
」・
折
下
米
・

歩
通
り
は
、
衰
退
傾
向
の
は
っ
き
り
し
た
近
世
後
期
山
代
請
紙
制
を
象
徴
す
る

措
置
で
あ
る
。

　

な
お
、
被
楮
の
部
分
を
増
漉
き
さ
せ
る
た
め
に
、
投
資
（
増
仕
入
）・
必
要

経
費
が
か
か
る
。
必
要
経
費
は
、
楮
苗
植
付
・
買
楮
・
飯
米
・
運
賃
等
で
あ
る
。

百
姓
の
再
生
産
（
こ
の
部
分
が
不
足
し
て
い
る
）
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、「
御
紙
漉
潰
」の
危
殆
に
瀕
し
て
い
る
。楮
不
熟
・
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
で
、

容
易
に
門
目
を
潰
す
百
姓
が
出
る
。楮
株
は
お
よ
そ
一
〇
数
年
で
絶
え
る
の
で
、

楮
苗
植
付
は
生
産
上
必
須
で
あ
る
。

　
　
　

二　

文
化
・
文
政
期
の
山
代
請
紙
制

　

本
章
で
は
、
文
化
・
文
政
期
の
山
代
請
紙
制
の
様
相
を
見
て
い
く
。
と
り
わ

け
何
が
山
代
請
紙
制
の
衰
退
を
招
い
た
か
、
す
な
わ
ち
請
紙
制
の
矛
盾
・
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
。

　

文
化
元
年
（
一
七
〇
四
）、
山
代
紙
の
衰
退
を
う
け
て
萩
か
ら
役
人
が
派
遣

さ
れ
、
見
分
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
見
分
の
の
ち
、
山
代
大
庄
屋
讃
井
仙
左
衛
門

が
代
官
所
に
提
出
し
た
願
書
が
あ
る）

（（
（

。
こ
の
内
容
を
示
し
た
も
の
が
、表
（
３
）

で
あ
る
。

　

一
番
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
田
方
の
石
盛
が
高
す
ぎ
る
の
で
、
肥
料
代

の
名
目
で
田
方
の
石
下
げ
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
よ
う

に
い
う
。

　
　

 
山
代
之
義
ハ
抽
諸
郡
候
山
奥
難
渋
御
才
判
ニ
て
、
田
方
之
義
も
御
見
分
被

遊
候
通
之
壁
（
僻
）
地
、
高
山
・
浴
深
等
ニ
て
山
田
岸
高
、
纔
之
畝
数
ニ

て
も
町
数
多
ク
岸
根
・
畔
根
等
、楮
影（
陰
）・
山
影
彼
是
ニ
て
実
乗
り
不
宜
、

三
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其
上
何
れ
も
畝
詰
之
御
田
地
ニ
御
座
候
へ
ハ
、
余
郡
よ
り
ハ
余
程

石
安
ニ
而
も
可
有
御
座
候
処
、
還
而
余
分
之
高
石
ニ
て
、
年
来
何

共
得
凌
不
申
、
云
々

　

山
代
は
山
奥
の
地
で
、
高
山
が
連
な
り
谷
筋
に
零
細
で
日
当
た
り
の

よ
く
な
い
田
圃
が
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
他
郡
よ
り
は
る
か
に

高
石
・「
畝
詰
」（
検
地
が
厳
し
く
て
石
盛
が
高
く
、「
延
畝
」
が
な
い
）

で
、
年
来
の
困
窮
を
招
い
て
い
る
。
近
郡
の
田
方
反
当
斗
代
は
、「
奥

阿
武
郡
ハ
壱
石
三
斗
余
、
德
地
ハ
壱
石
八
斗
余
、
都
濃
郡
・
熊
毛
ハ
壱

石
七
斗
余
」
と
聞
い
て
い
る
が
、
根
山
代
分
田
数
八
〇
五
町
二
反
二
畝

二
歩
・
高
一
万
九
四
〇
五
石
五
斗
九
升
一
合
（
反
当
二
石
二
斗
八
升
二

合
）
か
ら
石
安
所
と
定
折
下
米
八
〇
〇
石
（
石
高
に
し
て
二
〇
〇
〇
石
）

の
石
高
を
引
い
た
残
高
一
万
六
二
三
三
石
余
で
は
、
反
当
二
石
一
斗
五

升
二
合
に
も
な
る
と
い
う
。
事
実
文
化
元
年
か
ら
三
七
年
後
の
天
保
十

二
年
（
一
八
四
一
）
の
史
料）

（（
（

に
よ
れ
ば
、
山
代
宰
判
田
方
反
当
斗
代
は

二
石
二
升
一
合
九
勺
六
才
で
一
七
宰
判
中
一
位
、
二
位
の
德
地
宰
判
は

一
石
八
斗
七
升
二
合
七
勺
九
才
、
一
六
位
の
奥
阿
武
郡
宰
判
は
一
石
三

斗
七
升
三
合
六
勺
五
才
で
あ
る
。
天
保
十
一
年
に
山
代
の
石
下
げ
が
行

わ
れ
た
の
で
、
山
代
の
反
当
斗
代
が
少
し
下
が
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で

も
一
七
宰
判
中
一
位
の
高
石
で
あ
る
。
他
郡
の
斗
代
に
つ
い
て
も
、
正

確
に
認
識
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
田
方
石
高
の
占
め
る
率
は
、
浜
崎

宰
判
を
除
く
と
山
代
が
最
下
位
で
あ
る
。

　

山
奥
・
僻
地
の
痩
せ
た
田
方
の
石
盛
が
、
な
ぜ
か
く
も
高
い
の
で
あ

表（３）　大庄屋讃井仙左衛門願書（文化１年11月）
番号 項目 米（石） 銀（貫目） 備考

1 肥代米 1480.5117 肥代米之御見渡を以。是迄被立下候定折下米800石之義ハ、年来之御検見所へ
対し被立下義ニ付、行懸之通。

2 畠銀免除 46.77490 25ケ 村 畠 高15110.654石 の 内 平 地（1511石 ）・ 受 荒（4244.608石 ） を 除 く
9354.981石の石貫銀半方を往20ケ年差除。

3 楮増修補新土持合・芝刈込
飯米（増修甫米） 465.3000 御仕入米之内を以楮修甫飯米トして釜別２升宛被立下来候へ共、増修甫米を帳

面楮46530釜へ釜別1升。

4
歩通り８歩方漉立積にして
37224釜へ当る御仕入釜別
３匁抨にして（御仕入増）

111.67200
山代楮方御仕入銀釜別10匁之内、１匁懸り銀受。残９匁。幷米方ハ楮修補米２
升切蒸混納干立等へ４升共ニ、以上６升宛被立下来候へ共、已前と違ひ諸色高
直。これの御仕入増を願う。釜別13匁（内１匁懸り銀受）の残り12匁宛被立下
候様奉願候事

5 畠方之内受荒4244.608石之
石貫銀（往20ケ年） 42.44608

過子ノ年御歎申出受荒畠高3000石へ当ル石貫銀30貫目御宥免の内へ先年より15
貫目定宥免銀の分をも年限の様に被仰付、去亥年（享和３）迄の分直様往20年
の間被立下候様＝30貫目。12.44608貫目は1244.608石へ石貫銀御願増の分往20
ケ年。

6 楮苗50万本植付之畑開飯米
幷修甫飯米共ニ 100.0000

7 50万本植苗代 12.50000
１本２文５歩を100文替の銀にして。歩通の内不足楮凡5000釜の積ニして１釜
1000本宛500万本を１年500釜分ニて50万本。尤寛政９巳～来未年（文化8）15
ケ年の間年々諸村へ80万本余宛植付被仰付分ハ楮衰償トして植え付け仕分であ
り、歩通不足楮植戻迄には行届かないため。

8
享和２・３年御帋方へ対し
米1000石被立下の利米幷現
軒へ軒別1斗５升の楮煮釜・
薪・諸道具損仕替代

168.6000
過酉・戌（享和２・３）年御帋方へ被為対御米1000石被立遣、右之利米100石
あて年々被差下候分立用幷御帋漉屋寛政３亥年御改1474軒の内350軒追々内潰
相成、当時現軒1124軒。軒別0.15石を楮煮蒸薪料幷諸道具損仕替代旁へ対し1ヶ
年分68.6石。0.15×1124＝168.6

9 極難儀者当年払切 750.0000 35.00000
修甫米銀諸村借受高米2507.675石銀135.396貫目の内米1757.675石・銀100.396貫
目の義ハ行成り、又ハ利下・利無・年経振替等ニて追々調方仕せ可申分引残一
ツ書之辻。

以上 2964.4117 248.39298
内
享和２・３年御帋方へ対し
米1000石の利米 100.0000

残り 2864.4117 248.39298
内
当年計被立下分 750.0000 35.00000
10カ年の間被立下分 100.0000 12.50000
20カ年の間被立下分 89.22098
往々被立下分 2014.4117 111.67200
合（計算値） 2864.4117 248.39298

出典：讃井家文書「山代諸村御仕與願扣」（文化１年11月）。
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云
々

　

山
代
の
畠
は
嶮
岨
の
山
畠
で
あ
り
、
楮
が
植
え
付
け
て
あ
る
た
め
他
の
畠
作

物
が
実
ら
な
い
。
畠
か
ら
は
畠
銀
と
楮
銀
を
取
ら
れ
る
の
で
、「
二
重
之
御
所

務
上
納
仕
候
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
寛
保
三
年
（
一
七

四
三
）
に
も
問
題
と
な
り
、楮
石
一
万
五
五
〇
〇
石
が
「
宥
免
」
と
な
っ
た
が
、

帳
面
楮
は
維
持
さ
れ
た
の
で
、
懸
か
り
物
（
付
加
税
）
が
軽
減
さ
れ
た
だ
け
に

終
わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
「
平
地
」
と
「
受
荒
」
を
除
く
畠
方
高
九
三
五
四
石

の
石
貫
銀
（
石
高
一
石
に
一
〇
匁
）
の
半
分
を
二
〇
カ
年
免
除
し
て
ほ
し
い
と

い
う
。
山
代
で
は
田
だ
け
で
な
く
、
畠
も
ま
た
厳
し
い
条
件
下
に
あ
っ
た
。

　

三
番
目
に
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、
楮
増
修
甫
飯
米
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
よ
う

に
い
う
。

　

一
米
四
百
六
拾
五
石
三
斗

　
　

但 

、
楮
増
修
甫
・
新
土
持
合
・
柴
刈
込
飯
米
と
し
て
、
御
帳
面
楮
四
万
六

千
五
百
三
拾
釜
、
釜
別
壱
升
宛
ニ
し
て
右
之
辻
、
当
年
よ
り
往
々
被
立

下
候
様
奉
願
候
事

　
　

 

右
御
紙
御
仕
入
米
之
内
を
以
、
楮
修
甫
飯
米
ト
し
て
釜
別
弐
升
あ
て
被
立

下
来
候
へ
共
、
楮
畑
之
義
ハ
、
中
打
・
草
取
・
柴
刈
込
余
分
仕
、
新
土
等

を
も
入
修
甫
念
を
入
不
申
候
而
ハ
楮
栄
へ
不
申
候
得
共
、
肝
要
楮
修
甫
之

時
節
、
非
力
之
御
百
姓
給
物
無
御
座
、
取
草
・
蕨
・
葛
根
を
堀
、
日
用
過

ニ
付
居
修
甫
後
レ
申
義
御
座
候
間
、
増
修
甫
米
被
立
下
候
ハ
ヽ
、
且
々
修

甫
行
届
候
様
出
情
可
仕
、
云
々

　

こ
こ
で
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
楮
修
甫
飯
米
（
一
番
・
二
番
・
三
番
修
甫
の

ろ
う
か
。
答
は
、
紙
を
出
来
る
だ
け
多
く
取
り
上
げ
る
た
め
で
あ
る
。
山
代
本

所
務
分
（
年
貢
）
は
、
田
方
の
物
成
米
（
口
米
共
）
を
一
旦
収
納
し
た
上
で
定

和
市
（
後
期
は
一
石
＝
四
〇
匁
）
で
地
元
に
払
い
下
げ
た
代
銀
、
畠
銀
（
石
別

一
〇
匁
）、
楮
銀
（
石
別
一
〇
匁
）
の
積
算
で
あ
る
。
こ
れ
を
把
銀
一
釜
＝
一

四
匁
（
ま
た
は
根
銀
一
丸
＝
四
二
匁
）
の
紙
で
上
納
せ
よ
と
い
う
の
が
山
代
請

紙
制
で
あ
る
。
山
代
本
所
務
分
は
、
中
期
七
〇
〇
貫
目
、
明
和
六
年
以
降
六
五

一
・
四
二
貫
目
で
あ
る
。
積
算
の
本
所
務
分
を
高
く
す
る
た
め
に
、
田
方
の
石

盛
が
検
地
で
わ
ざ
と
高
く
し
て
あ
る
。
だ
か
ら
「
年
来
何
共
得
凌
不
申
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
「
根
山
代
肥
代
を
抨
壱
斗
七
升
」、
一
四
八
〇
石
余

ほ
ど
認
め
て
ほ
し
い
と
い
う
。
こ
う
す
れ
ば
反
当
斗
代
が
、
一
石
七
斗
二
升
八

合
（
天
保
十
二
年
の
基
準
で
第
六
位
）
ほ
ど
に
な
る
。
な
お
、
安
永
三
年
に
認

め
ら
れ
た
折
下
米
八
〇
〇
石
は
、「
年
来
之
御
検
見
所
へ
対
し
被
立
下
義
ニ
付
」

こ
れ
ま
で
通
り
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
。

　

二
番
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
畠
銀
軽
減
で
あ
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

　
　

 

山
代
之
義
ハ
、
御
見
分
被
遊
候
通
之
嶮
岨
之
山
畠
故
、
作
物
植
付
候
而
も

楮
之
端
々
江
作
仕
候
義
ニ
付
実
乗
不
申
、
楮
作
之
外
ハ
作
物
不
相
成
畠
も

余
分
有
之
、
不
心
得
之
於
御
百
姓
中
ニ
ハ
、
楮
方
を
も
被
召
上
候
段
ハ
二

重
之
御
所
務
上
納
仕
候
様
ニ
も
存
入
申
義
御
座
候
、
山
畠
作
物
植
付
候
而

も
人
家
よ
り
ハ
懸
離
レ
、
山
坂
を
越
肥
等
之
持
運
ひ
難
相
成
、
作
物
取
実

等
も
無
御
座
候
得
ハ
、
石
貫
銀
・
御
馳
走
米
其
外
仕
出
米
銀
御
上
納
之
手

段
無
御
座
、
楮
方
之
御
仕
入
を
以
畠
方
之
御
所
務
御
上
納
仕
外
無
御
座
、

年
来
難
義
仕
義
ニ
御
座
候
間
、
一
ツ
書
之
辻
弐
拾
ケ
年
御
宥
免
被
仰
付
、

三
五



た
め
の
飯
米
、
図
２
参
照
）
を
釜
別
二
升
（
丸
別
六
升
）
の
仕
入
米
（
本
所
務

分
の
「
御
買
せ
米
」）
と
し
て
払
い
下
げ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
楮
畠
は
、
中

打
・
草
取
・
柴
刈
込
み
、
さ
ら
に
は
新
土
入
れ
を
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の

た
め
の
飯
米
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
肝
心
の
修
甫
の
時
期
に「
給
物
」

（
た
べ
も
の
）
が
な
く
、「
取
草
・
蕨
・
葛
根
」
を
取
っ
て
食
料
と
し
た
り
、
日

雇
い
に
忙
し
い
。
楮
修
甫
の
た
め
に
、
こ
れ
だ
け
の
増
飯
米
を
戴
き
た
い
と
い

う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
箇
所
に
注
目
す
べ
き
付
札
が
あ
る
。

　
　
　

半
紙
壱
丸
漉
御
仕
入
差
引

　

一
苧
楮
弐
拾
四
貫
目

　

一
米
壱
石
弐
斗
弐
升
三
合

　
　

引
当
わ
し
壱
石
六
斗
替
ニ
し
て

　
　

此
代
銀
七
拾
六
匁
四
分
三
厘

　

一
銀
五
匁

　

以
上
八
拾
壱
匁
四
分
三
厘　

鹿
野

　
　
　

内

　
　

苧
楮
拾
八
貫
め　
　
　
　

山
代

　
　

銀
六
拾
七
匁
五
分

　
　
　

但 

、
米
六
斗
を
引
当
わ
し
壱
石
六
斗
替
ニ
し
て
、
此
代
銀
三
拾
七
匁
五

分
幷
銀
三
拾
目
共
ニ
右
之
辻
、
山
代
方
御
仕
入
引
之

　

残
銀
拾
三
匁
九
分
三
厘

　
　

苧
楮
六
貫
め

　
　

右
之
辻
鹿
野
方
御
仕
入
宜

　

半
紙
一
丸
を
漉
く
の
に
「
御
仕
入
」
が
ど
の
く
ら
い
か
か
る
か
を
、
鹿
野
と

山
代
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
代
で
は
、「
苧
楮
拾
八
貫
め
」
で
一
丸
の

半
紙
を
漉
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
鹿
野
で
は
「
弐
拾
四
貫
目
」、
德

地
で
は
「
弐
拾
五
貫
目
」
で
漉
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
木
楮
一
釜
＝
三

六
貫
目
を
蒸
し
て
皮
を
剥
ぐ
と
、
皮
楮
（
苧
楮
）
六
貫
目
を
得
る
。
一
丸
漉
く

の
に
苧
楮
一
八
貫
目
（
六
貫
目
×
三
＝
一
八
貫
目
）
が
必
要
で
あ
る
。
山
代
紙

漉
き
の
作
法
で
あ
る
「
苧
楮
拾
八
貫
め
」
と
は
、
こ
の
こ
と
を
い
う
。
そ
れ
が

鹿
野
で
は
二
四
貫
目
、
德
地
で
は
二
五
貫
目
入
れ
て
一
丸
を
漉
い
て
い
る
。
少

な
い
苧
楮
で
一
丸
の
紙
を
漉
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
勢
い
薄
紙
に
な
っ

て
市
場
の
評
判
が
悪
く
紙
価
が
安
く
な
る
。
そ
こ
で
明
和
六
年
仕
法
替
の
一
丸

＝
三
釜
漉
き
を
、
三
釜
五
把
漉
き
に
緩
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
他
郡
に

比
し
て
山
代
紙
漉
き
作
法
は
、
そ
れ
だ
け
厳
し
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
後
続
の

付
札
で
は
、
帳
面
楮
四
万
六
五
三
〇
釜
（
一
万
五
五
一
〇
丸
）
の
歩
通
り
八
割

と
し
て
一
万
二
四
〇
八
丸
を
一
丸
＝
三
釜
五
把
漉
き
に
す
る
と
、
一
七
七
三
丸

分
の
買
楮
代
、
丸
別
七
三
・
五
匁
が
懸
か
る
と
い
う
。「
以
前
と
ハ
万
端
諸
造

佐
入
も
違
候
、
楮
出
来
立
ハ
次
第
ニ
相
劣
、
今
程
ニ
て
ハ
三
釜
ニ
て
壱
丸
之
御

帋
漉
出
難
相
成
、
御
紙
漉
潰
ニ
相
成
難
渋
仕
候
」
と
、
歎
い
て
い
る
。
驚
く
べ

き
衰
勢
で
あ
る
。

　

四
番
目
の
問
題
は
、
歩
通
り
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

　

一
銀
百
拾
壱
貫
六
百
七
拾
弐
匁

　
　

但 

、
御
帳
面
楮
四
万
六
千
五
百
三
拾
釜
之
内
、
凡
八
歩
方
漉
立
積
ニ
し
て

三
万
七
千
弐
百
弐
拾
四
釜
へ
当
ル
御
仕
入
、
釜
別
三
匁
増
ニ
し
て
右
之

三
六



辻
、
当
年
よ
り
往
々
被
立
下
候
様
奉
願
候
事

　

歩
通
り
と
は
楮
方
検
見
に
当
た
る
も
の
で
、
当
年
の
楮
の
出
来
を
見
て
請
紙

額
を
決
め
る
。
こ
の
頃
の
歩
通
り
は
八
割
、
則
ち
帳
面
楮
の
八
割
の
出
来
で
あ

る
。
そ
の
額
三
万
七
二
二
四
釜
に
釜
別
三
匁
増
を
願
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
近

年
諸
色
高
値
で
「
切
蒸
・
混
納
・
干
立
」
の
費
用
が
か
か
る
為
で
あ
る
。

　

五
番
目
は
、
畠
方
「
受
荒
」
四
二
四
四
石
余
の
石
貫
銀
（
石
高
一
石
に
一
〇

匁
の
畠
銀
）
を
二
〇
年
間
免
除
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
で
あ
る
。

　

六
番
目
は
、
楮
苗
五
〇
万
本
植
付
の
た
め
の
畠
開
き
飯
米
と
修
甫
飯
米
の
要

求
で
あ
る
。
七
番
目
は
、
楮
苗
五
〇
万
本
の
苗
代
で
あ
る
。
寛
政
九
年
（
一
七

九
七
）
か
ら
一
五
年
間
年
々
八
〇
万
本
植
付
の
計
画
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
楮
衰

を
止
め
る
為
で
あ
っ
て
、
歩
通
り
不
足
楮
の
植
戻
し
に
は
足
り
な
い
と
い
う
。

　

八
番
目
は
、
紙
漉
屋
減
少
を
う
け
て
、
そ
れ
を
食
い
止
め
る
た
め
に
「
楮
煮

窯
・
薪
料
幷
ニ
諸
道
具
損
仕
替
代
」
の
下
付
を
願
っ
て
い
る
。
寛
政
三
年
に
一

四
七
四
軒
あ
っ
た
紙
漉
屋
が
、「
三
百
五
拾
軒
追
々
内
潰
相
成
」、「
現
軒
千
百

弐
拾
四
軒
」
と
い
う
。
わ
ず
か
一
三
年
で
三
五
〇
軒
潰
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

九
番
目
は
、藩
か
ら
難
渋
者
が
借
り
受
け
て
い
る
修
甫
米
銀
の
う
ち
、「
利
下
・

利
無
・
年
経
振
替
等
」
で
ど
う
に
か
な
る
も
の
を
除
い
て
こ
れ
だ
け
を
「
当
年

払
切
に
し
て
被
立
下
候
様
」、
す
な
わ
ち
帳
消
し
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で

あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
以
外
に
も
、
山
代
に
は
麦
田
（
乾
田
、
二
毛
作
田
）
が
少
な
い

（
湿
田
が
多
い
）
た
め
に
麦
が
作
れ
ず
、「
百
姓
中
給
も
の
乏
敷
」
こ
と
、
倒
れ

百
姓
が
多
く
「
新
百
姓
」
を
取
り
立
て
る
必
要
の
あ
る
こ
と
な
ど
が
問
題
と
し

て
あ
っ
た
。

　

山
代
の
歴
史
も
振
り
返
ら
れ
て
い
る
。「
享
保
年
中
虫
枯
大
変
之
節
、
人
数

茂
余
分
減
少
仕
追
年
楮
相
衰
、
御
紙
段
差
閊
之
も
の
多
ク
、
御
米
帋
共
ニ
難
渋

仕
両
苦
ニ
迫
り
、
云
々
」、「
明
和
年
中
困
究
行
詰
、
御
仕
組
被
仰
付
」
た
が
、

「
格
別
根
ニ
入
候
御
仕
与
筋
等
茂
無
御
座
」、「
天
明
年
中
よ
り
次
第
ニ
楮
減
少

仕
、
其
上
田
畠
共
ニ
不
作
打
続
」、「
無
拠
飢
人
離
散
躰
之
も
の
も
数
多
出
来
仕

候
」
と
い
う
。

　

右
の
大
庄
屋
の
歎
願
を
う
け
て
、
山
代
下
代
（
山
代
代
官
の
下
僚
）
と
思
わ

れ
る
野
坂
兵
助
は
、
山
代
諸
村
困
窮
の
根
元
と
し
て
、
①
田
方
は
所
柄
不
相
応

の
高
石
で
あ
る
こ
と
、
②
畠
方
は
嶮
岨
の
山
畠
が
ち
で
あ
る
の
に
、
畠
銀
も
相

応
に
召
し
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
③
そ
の
畠
を
も
こ
と
ご
と
く
楮
を
作
り
、

楮
に
も
税
が
二
重
に
か
か
る
こ
と
、
④
土
地
柄
が
寒
所
の
た
め
冬
に
畠
作
が
困

難
で
、「
太
概
夏
分
一
作
之
外
不
得
仕
」、
端
々
に
植
え
た
作
物
も
楮
陰
・
山
陰

で
実
ら
ず
、「
過
半
給
も
の
無
之
、
自
道
飢
人
同
様
之
も
の
多
ク
」
と
い
う
状

態
で
あ
る
こ
と
、
⑤
苧
楮
一
八
貫
目
、
一
丸
＝
三
釜
漉
き
は
無
理
で
あ
る
こ
と
、

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　

右
の
大
庄
屋
願
書
は
、
文
化
元
年
十
一
月
に
大
庄
屋
→
下
代
→
山
代
代
官
→

郡
奉
行
と
上
申
さ
れ
、
翌
二
年
十
一
月
に
も
庄
屋
中
連
署
の
願
書
が
大
庄
屋
に

提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
願
い
の
内
、
改
善
さ
れ
た
も
の
は
、
文
化
三
年
か
ら

の
増
修
甫
米
丸
別
三
升
と
歩
通
り
釜
別
米
丸
別
一
升
五
合
の
み
で
あ
っ
た）

（（
（

。

　

つ
ぎ
に
文
政
四
年（
一
八
二
一
）「
御
根
積
帳）

（（
（

」を
み
て
み
よ
う
。こ
の
史
料
は
、

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
の
本
勘
（
一
般
会
計
）
予
算
の
江
戸
方
・
地
方
（
国

三
七



元
）
引
き
分
け
を
う
け
て
、
若
干
の
修
正
を
加
え
た
も
の
で
、
天
保
財
政
改
革

時
に
も
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
予
算
大
綱
で
あ
る
。「
根
積
」
と

い
う
表
現
が
、
な
か
ば
恒
久
的
に
用
い
ら
れ
る
予
算
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る）
（（
（

。
江
戸
方
は
正
租
収
入
を
そ
の
ま
ま
全
額
予
算
と
し
二
二
九
五
貫
目
余
（
全

体
の
約
六
割
）、
地
方
は
「
小
物
成
」（
雑
税
）
収
入
を
予
算
と
し
一
四
九
四
貫

目
余
（
全
体
の
約
四
割
）
で
あ
る
。
諸
郡
公
納
紙
の
内
、根
山
代
分
を
表
（
４
）

に
示
し
た
。

　

一
行
目
が
重
要
で
、
根
山
代
の
本
所
務
分
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
米
仕
入
九

三
〇
六
石
（
山
代
田
方
物
成
・
口
米
共
約
一
万
石
に
近
く
、
定
和
市
二
石
五
斗

替
で
三
七
二
・
二
四
貫
目
）
と
畠
銀
・
楮
銀
二
七
九
貫
目
余
の
合
計
六
五
一
・

四
二
貫
目
で
あ
る
。
帳
面
楮
四
万
六
五
三
〇
釜
＝
一
万
五
五
一
〇
丸
に
根
銀
一

丸
＝
四
二
匁
を
乗
じ
て
も
、こ
の
合
計
銀
額
に
一
致
す
る
。
備
考
欄
の
記
述
は
、

表
（
２
）・
図
（
２
）
に
一
致
し
、
明
和
六
年
仕
法
で
あ
る
。
丸
別
六
斗
の
米

仕
入
に
一
万
五
五
一
〇
丸
を
乗
ず
る
と
、
九
三
〇
六
石
に
な
る
。

　

二
行
目
の
丸
別
本
銀
一
二
匁
は
、明
和
六
年
仕
法
の
増
仕
入
で
あ
る
。三
・
四
・

五
行
目
は
、
文
化
三
年
か
ら
の
増
仕
入
米
銀
で
あ
る
。

　

六
行
目
は
黒
保
へ
の
仕
入
銀
で
、
山
代
で
は
請
紙
一
丸
に
九
束
（
四
〇
束
＝

黒
保
一
丸
）
の
上
納
、
仕
入
は
丸
別
一
三
匁
、
三
四
八
九
・
五
丸
で
あ
る
。
黒

保
一
丸
＝
二
七
・
三
五
匁
で
売
れ
た
の
で
、
差
額
の
丸
別
一
四
・
三
五
匁
が
売

却
益
と
な
る
。
七
～
九
行
目
は
必
要
経
費
の
運
賃
、
一
〇
行
目
は
御
用
紙
を
漉

く
た
め
の
経
費
、
一
一
行
目
は
文
化
十
年
か
ら
毎
年
一
〇
年
間
投
資
さ
れ
る
楮

苗
植
付
飯
米
、
最
後
の
行
は
御
用
紙
を
入
れ
る
箱
代
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
米

価
二
石
替
と
定
和
市
二
石
五
斗
替
の
間
欠
銀
石
別
一
〇
匁
が
あ
り
、
丸
別
に
し

て
六
匁
が
必
要
経
費
と
な
る
。
本
銀
（
八
〇
銭
）
と
単
銀
（
札
銀
）
は
、
歩
差

し
を
無
視
し
て
単
純
足
し
算
と
な
っ
て
い
る
。

表（４）　文政４年根山代分公納紙御仕入其外諸雑用幷御入目米銀
項目 米（石） 本銀（貫目） 単銀（貫目） 漉立半紙 備考

御帳面楮（本所務
分）651.42貫目。 9306.000 279.180 15510

右御帳面楮明和六年御改之節現楮江当り前山代八割
被、奥山代六割九歩五朱之被ニして両山代合46530
釜、釜別14匁之把銀を3釜壱丸漉ニして、丸別本
銀42匁宛之半紙ニして右之辻、丸別御仕入ハ根銀
之内24匁を２石５斗替ニして米６斗幷本銀18匁宛
也、此内1097丸御用紙品々漉立ニ付減少之、寺社除
楮ほか63釜漉出し被差免。（米9306石×40匁÷1000
＝372.24貫 目 と、 本 銀279.18貫 目 と で、651.42貫
目。これは本所務相当で、15510丸×42匁÷1000＝
651.42貫目が一致する）。

根之増御仕入辻 186.120 御本紙へ対し丸別本銀12匁。
増御仕入 465.300 御本紙へ対し丸別３升宛。
同断丸別米１升５
合・銀３匁宛 232.650 46.530 現楮江対し被立下候（御本紙＝現楮で、歩通りなし

の計算）。

御紙漉立紋相ニ応
増銀 44.403

以上４廉文化３年より増御仕入辻。（米697.95石・
本銀186.12貫目・単銀90.933貫目。1石＝50匁、本・
単を単純足し算にして、311.95貫目。）

黒保上納分 45.367 黒保3489.5丸。本紙１丸に９束上納、丸別13匁。
萩廻御用紙・大坂
御売紙共運賃 9.892 萩廻り御用紙417丸。御運送紙12156丸。（12156丸＝

36468釜）
川舟運賃黒保 0.872 黒保之内3489.5丸南桑出。
黒保海上運賃 1.884
御 用 紙 の 内 黄 厚
紙・半紙皮代 2.964

楮苗植付飯米 250.000 文化10年より10カ年。

御用紙入箱調入目 0.624 0.308 （以上７廉米250.624石・本銀48.331・単銀12.956を
上記同計算にして、73.818貫目。）

根山代合計 10254.574 513.631 103.890 15510
右山代御本紙黒保御仕入幷諸雑用共ニ右之辻（計算
値は、1037.188貫目。１丸＝66.9匁で仕入米逆さや
は1丸当たり６匁）。

同記載値 10254.574 617.521 本銀と単銀は、単純足し算（札銀の歩差を無視）。

２石替にして銀単 1130.250 １丸＝72.9匁。大坂売1丸＝91.8匁は、72.9匁×1.259
に当たる。

※出典：毛利家文庫政理113「御根積帳」（文政４年）。
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表
（
５
）
は
、
山
代
を
含
む
諸
郡
紙
の
御
仕
入
米
銀
総
括
表
で
あ
る
。
定
和

市
は
山
代
と
同
様
諸
郡
も
二
石
五
斗
替
（
米
一
石
＝
四
〇
匁
）
で
あ
り
、
根
銀

は
山
代
一
丸
＝
四
二
匁
の
と
こ
ろ
他
郡
は
四
〇
匁
で
あ
る
。
漉
立
半
紙
は
、
合

計
で
二
万
七
四
〇
三
丸
、
内
山
代
は
一
万
五
五
一
〇
丸
（
五
六
・
六
％
）
で
、

歩
通
り
な
し
で
完
納
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
根
山
代
の
御
仕
入
銀

は
一
丸
＝
七
二
・
八
七
匁
、
他
郡
は
一
丸
＝
六
四
・
〇
七
匁
と
な
る
。
二
万
七

四
〇
三
丸
の
内
二
万
一
七
六
〇
丸
（
七
九
・
四
％
）
が
大
坂
で
売
却
さ
れ
、
そ

の
他
は
御
用
紙
・
萩
売
紙
と
な
る
。
大
坂
売
却
半
紙
二
万
一
七
六
〇
丸
代
銀
は

二
〇
〇
〇
貫
目
弱
と
な
り
、
一
丸
＝
九
一
・
八
四
匁
、
約
九
二
匁
で
売
れ
る
。

黒
保
売
却
代
銀
と
御
用
紙
・
萩
売
紙
を
加
え
た
総
売
上
代
銀
は
二
一
八
九
貫
目

余
と
な
り
、
御
仕
入
米
銀
一
八
九
二
貫
目
を
差
し
引
く
と
、
二
九
七
・
二
一
八

貫
目
の
「
御
売
上
り
銀
」（
売
却
益
）
と
な
る
。

　

山
代
の
み
は
、
六
五
一
・
二
四
貫
目
が
「
御
仕
入
」（
投
資
）
さ
れ
た
の
で

は
な
く
本
所
務
（
年
貢
）
そ
の
も
の
な
の
で
、
藩
の
収
入
と
な
る
。
山
代
本
所

務
分
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
正
租
を
収
入
源
と
す
る
江
戸
方
予
算
二
二
九
四
貫

目
の
一
部
（
二
八
％
余
）
を
構
成
し
た
は
ず
で
あ
る
。
山
代
の
根
銀
は
年
貢
、

他
郡
の
根
銀
は
投
資
で
あ
る
と
い
う
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
の
で
、
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
一
方
の
「
御
売
上
り
銀
」（
売
却
益
）
は
、
小
物
成
（
雑
税
）
を

収
入
源
と
す
る
国
元
予
算
一
四
九
四
貫
目
余
の
一
部
（
一
七
・
五
％
）
を
構
成

し
て
い
る
。
小
物
成
の
構
成
は
、
付
加
税
（
口
米
・
延
米
・
種
子
利
米
・
作
飯

米
利
）
四
五
％
、
酒
場
和
市
違
銀
（
酒
税
）
二
二
・
四
％
、「
御
紙
売
上
り
銀
」

一
七
・
三
％
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
紙
売
却
益
は
依
然
と
し
て
重
要
な
位
置
を

表（５）　諸郡公納紙御仕入其外諸雑用共御入目米銀一件小割幷御売上銀御手当差引帳（文政４年改）
項目 米（石） 本銀（貫目） 漉立半紙（丸） 備考

当嶋 683.40000 12.361339 804 右当嶋宰判御本紙黒保御仕入幷諸雑用共ニ右之辻。
奥阿武郡 1395.12000 52.224464 1978 増漉立半紙521丸。
前大津 85.92500 8.511210 200
吉田 60.30000 8.679974 201

徳地 5341.87332 75.248276 5196
増漉立半紙400丸。丸別根銀40匁を2.5石替の米にして、丸別
本銀8.8匁は未年御紙仕組改之節増御仕入（此内35丸手紙20丸
漉立ニ付減少）。

都濃郡 652.11332 11.179031 722 増漉立半紙157丸。
熊毛 1095.33333 10.809526 1095
山口 108.00000 0.216000 90
山代 10254.57423 617.521496 15510 （この内御用紙1097丸があるので減少、残り14413丸ヵ）。
鹿野・大潮村 1039.91500 56.594322 1605 増漉立半紙1000丸。
脇宰判之苧楮御買上 3.079723 単銀と正銀は単純足し算。

惣合 20716.55420 856.425361 27403 右御仕入米銀御渡苧楮代運賃御用紙買皮代其外諸雑用山代諸
郡楮仕組銀引当等御紙方一件御入目相縮右之辻。黒保5230丸。

同銀単（計算値） 1892.253071 ２石替にして（１丸＝69匁に当たる）
内
根山代（１丸＝72.87匁） 10254.57423 617.521496 15510
他郡（１丸＝64.07匁） 10461.97997 238.903865 11893

大坂御売帋高１ケ年分近年抨 21760 外に黒保3664丸。
御用紙・萩売紙ほか 5642 外に黒保1566丸。

大坂御売払半紙21760丸代銀 1998.472652 １丸＝91.84匁。
黒保3664丸江当ル代銀 100.206625 １丸＝27.35匁。
御用紙・萩売紙ほか黒保共代銀 90.798424 （5643丸、１丸＝16匁）
三廉合 2189.477701
内
御紙御仕入米銀２石替之銀単ニし
て右之辻引之 1892.252000 銀100匁＝米２石和市にして（計算正確）。（１丸＝69匁）。

残（半紙・黒保御売上り銀ニ当ル） 297.218000 （１丸＝10.8匁）。（×1.157）
出典：毛利家文庫政理113「御根積帳」（文政４）。
※山代は根銀42匁、定和市１石＝40匁。他郡は根銀40匁、定和市１石＝40匁。
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占
め
て
い
る
が
、
大
き
な
減
少
を
経
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
売
却
益
が
落
ち

込
ん
だ
原
因
は
、
定
和
市
と
の
間
欠
銀
、
楮
作
の
低
迷
に
よ
る
増
仕
入
の
増
加
、

紙
価
の
停
滞
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
前
二
者
は
、
売
却
益
に
食
い
込
む
必
要
経

費
の
増
加
で
あ
る
。
後
者
は
、「
生
蠟
御
徳
用
銀
」
が
文
政
期
の
蠟
価
格
暴
落

に
よ
っ
て
三
〇
貫
目
（
小
物
成
全
体
の
一
・
七
％
）
に
落
ち
込
ん
だ
の
に
比
し

て
、
ま
だ
持
ち
こ
た
え
て
い
る
ほ
う
で
あ
る
。
山
代
紙
に
つ
い
て
は
、
請
紙
が

完
済
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
文
化
期
に
は
す
で
に
歩
通
り
八
割

に
落
ち
込
ん
で
お
り
、
文
政
期
の
歩
通
り
を
導
入
す
れ
ば
、
現
実
に
は
紙
漉
き

量
の
減
少
に
よ
っ
て
「
御
紙
売
上
り
銀
」
は
も
っ
と
縮
む
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　

三　

天
保
期
以
降
の
山
代
請
紙
制
―
請
紙
制
の
崩
壊

　

文
化
期
に
は
歩
通
り
八
割
に
な
っ
て
、
根
山
代
の
紙
漉
き
量
が
減
少
し
て
い

た
こ
と
は
前
述
し
た
。天
保
期
以
降
の
根
山
代
紙
漉
き
量
は
、ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
窺
う
に
好
個
の
史
料
が
あ
る）

（（
（

。

　
　
　

申
上
候
事

　

一
銀
三
貫
弐
百
九
拾
七
匁
六
分

　
　
　

但 

、
根
山
代
ニ
て
漉
立
之
半
紙
・
御
用
紙
共
九
千
百
六
拾
丸
、
南
桑
よ

り
岩
国
今
津
迄
川
船
運
賃
銀
、
丸
別
三
分
六
厘
宛
払
方
被
仰
付
分
右

之
辻

　

一
同
弐
百
七
拾
八
匁
六
分

　
　
　

但 

、
同
断
御
紙
下
見
取
造
用
銀
、
御
紙
丸
高
九
千
弐
百
八
拾
六
丸
七
歩

八
朱
七
味
四
払
江
当
り
、
丸
別
三
厘
宛
ニ
し
て
被
立
下
分
右
之
辻

　

一
同
八
拾
六
匁
八
分
三
厘

　
　
　

但 

、
山
代
御
紙
仕
法
改
相
成
、
於
今
津
俵
印
被
仰
付
候
大
坂
御
運
送
之

御
紙
丸
高
八
千
六
百
八
拾
三
丸
、
々
別
壱
文
宛
ニ
し
て
八
貫
六
百
八

拾
三
文
、
地
下
相
場
百
文
替
ニ
し
て
右
之
辻

　
　

 

右
山
代
御
宰
判
天
保
五
年
分
漉
立
之
御
紙
川
下
シ
被
仰
付
候
川
船
御
運
賃

銀
、
御
紙
下
見
取
造
用
銀
、
大
坂
御
運
送
之
御
帋
於
今
津
俵
印
被
仰
付
候

賃
銭
共
ニ
、
懸
り
銀
之
内
を
以
被
立
下
分
前
書
之
通
御
座
候
間
、
此
辻
を

以
御
勘
定
御
引
合
相
成
候
様
、
云
々

　

南
桑
は
、
根
山
代
の
各
村
で
下
見
取
の
の
ち
上
納
紙
が
こ
こ
に
集
め
ら
れ
て

清
見
取
を
受
け
る
場
所
（
南
桑
見
取
所
・
勘
場
）
で
あ
り
、
上
納
紙
は
南
桑
か

ら
川
船
で
岩
国
今
津
へ
、
そ
し
て
海
路
大
坂
へ
（
一
部
は
萩
へ
）
と
運
送
さ
れ

た
。
こ
の
史
料
が
重
要
な
の
は
、
根
山
代
の
上
納
紙
の
当
該
年
度
の
全
部
が
こ

こ
に
現
れ
て
い
る
蓋
然
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
根
山
代
の
各
村
で
下

見
取
を
し
た
上
納
紙
九
二
八
六
丸
の
内
、
勘
場
・
諸
村
で
用
紙
と
し
て
留
保
さ

れ
た
と
見
ら
れ
る
一
部
を
除
い
て
、
九
一
六
〇
丸
が
南
桑
か
ら
岩
国
今
津
ま
で

川
船
で
運
ば
れ
た
こ
と
、
内
八
六
八
三
丸
は
今
津
か
ら
大
坂
へ
運
送
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
南
桑
～
今
津
の
川
船
運
賃
丸
別
三
分
六
厘
、
上
納
紙
下
見
取
費

用
丸
別
三
厘
、
今
津
で
の
俵
印
代
丸
別
一
文
は
、
山
代
懸
か
り
銀
（
郡
費
）
か

ら
支
払
わ
れ
た
。
な
お
、
同
年
同
月
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
南
桑
～
今
津
を
運
ば

れ
た
紙
の
内
「
御
用
紙
四
百
拾
五
丸
」
は
、
萩
ま
で
海
路
運
送
さ
れ
、
丸
別
一

匁
一
分
四
毛
五
朱
の
公
銀
が
支
払
わ
れ
た
が
、寛
政
四
年
か
ら
五
割
増
と
な
り
、

丸
別
五
分
八
厘
七
毛
五
朱
の
五
割
増
運
賃
は
、
山
代
懸
か
り
銀
の
内
か
ら
支
払

四
〇



わ
れ
た
。

　

同
史
料
か
ら
天
保
～
慶
応
期
の
数
値
を
掲
げ
る
と
表
（
６
）
の
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、「
製
紙
録
」
弐
ノ
上
か
ら
得
ら
れ
る
「
御
届
歩
通
り
」（
帳
面
楮
の
内
当

年
の
請
紙
率
）
を
併
せ
て
示
し
た
。
天
保
八
～
十
年
分
の
六
〇
〇
〇
丸
台
を
底

に
し
て
、
九
〇
〇
〇
丸
台
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
帳
面
楮
が

一
五
五
一
〇
丸
で
あ
る
か
ら
、
天
保
期
以
降
は
四
〇
～
六
三
％
の
紙
漉
き
量
で

あ
る
。「
御
届
歩
通
り
」
か
ら
約
一
〇
〇
〇
丸
を
引
く
と
下
見
取
丸
高
に
な
る
。

や
は
り
下
見
取
高
が
、
現
実
の
上
納
紙
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
文
久
二
年
分
に
小

郡
積
戻
し
三
九
〇
丸
が
あ
る
の
は
、
文
久
三
年
山
口
移
鎮
に
よ
っ
て
、
萩
か
ら

山
口
に
紙
を
積
戻
し
た
た
め
で
あ
る
。
元
治
元
年
分
か
ら
大
坂
運
送
紙
が
な
く

な
る
の
は
、蛤
御
門
の
変
に
よ
っ
て
大
坂
蔵
屋
敷
が
没
収
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　

天
保
十
一
年
の
「
楮
御
仕
成
米
銀
立
」
は
、
表
（
７
）
の
と
お
り
で
あ
る）

（（
（

。

歩
通
り
は
五
八
％
、
八
九
九
五
・
八
丸
で
あ
る
。
米
方
請
の
一
～
四
行
は
明
和

仕
法
で
あ
り
、
一
～
三
行
が
本
所
務
分
で
あ
る
。
五
・
六
行
は
文
化
三
年
増
仕

入
で
あ
り
、
七
行
目
は
天
保
十
一
年
仕
法
で
あ
る
。
歩
通
り
の
低
下
に
よ
っ
て

仕
入
米
・
仕
入
銀
も
減
少
し
て
い
る
。

　

天
保
十
四
年
四
月
「
山
代
・
奥
阿
武
郡
裁
判
田
畠
石
下
石
除
一
件）

（（
（

」
に
よ
れ

ば
、「
安
永
・
文
化
年
新
古
折
下
米
千
三
拾
石
余
」
と
あ
る
よ
う
に
、
安
永
の

八
〇
〇
石
に
文
化
の
折
下
米
を
加
え
て
一
〇
三
〇
石
の
折
下

米
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
「
過
ル
子
年
増
折
下

ケ
米
弐
千
百
六
拾
弐
石
余
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
保
十
一
子

年
の
増
折
下
米
が
加
わ
っ
て
、
計
三
一
九
〇
石
余
の
折
下
米

（
石
高
に
し
て
七
九
七
五
石
）
と
な
り
、
天
保
飢
饉
の
影
響

で
田
方
検
見
請
の
増
加
に
よ
る
折
下
米
の
追
加
の
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
。
天
保
十
一
年
の
仕
法
替
で
は
、
明
和
仕
法
の

被
楮
対
策
の
八
〇
万
本
に
加
え
て
、五
〇
万
本
の
楮
苗
植
付
、

さ
ら
に
不
足
楮
（「
無
主
断
絶
同
然
下
分
人
別
不
足
楮
」）
一

万
三
〇
〇
〇
釜
へ
増
修
甫
米
二
六
〇
石
を
入
れ
、
新
百
姓
取

立
も
目
論
ん
だ
。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
仕
組
で
は
、「
救

楮
苗
」
二
〇
万
本
を
追
加
し
た
。

　

弘
化
三
年
改
正
で
は
、帳
面
楮
を
四
万
四
三
六
九
釜
と
し
、

表（６）　天保～慶応期根山代漉立半紙・御用紙の変遷

漉立年度 同西暦
南桑～
今津運
送丸高

内大坂
運送丸

高
内萩運
送丸高

下見取
丸高　 御届歩通り・備考

天保５年分 1834 9160 8683 415 9286
天保６年分 1835 9620 9093 9792
天保７年分 1836 9028 8583 445 9227
天保８年分 1837 6092 5595 477 6337
天保９年分 1838 6715 6222 473 6869
天保10年分 1839 6584 5985 579 6649
天保11年分 1840 7543 6930 593 7583 58%＝8995.8
天保12年分 1841 8650 8374 256 8656 62.5%＝9693.75
天保13年分 1842 8003 7441 542 8065
天保14年分奥 1843 5538 5175 343 5588
天保14年分前 3187 3092 95 3173 計8761丸
弘化１年分奥 1844 4851 4515 316 4911
弘化１年分前 2864 2704 160 2850 計7761丸
弘化２年分奥 1845 4534 4234 280 4574
弘化２年分前 2656 2506 150 2644 計7218丸
弘化３年分奥 1846 4662 4265 375 4711
弘化３年分前 2392 2203 189 2383 計7094丸
弘化４年分奥 1847 4008 3675 313 4044
弘化４年分前
嘉永１年分奥 1848 4222 3878 322 4246
嘉永１年分前
嘉永２年分奥 1849 4808 4176 462 4878
嘉永２年分前 3109 2938 182 3108 計7986丸
嘉永３年分 1850 6058 5576 6119
安政１年分 1854 65%＝10081.5
安政２年分 1855 65%＝10081.5
安政３年分 1856 68%＝10546.8
安政４年分 1857 70%＝10857
安政５年分 1858 71%＝11012.1
安政６年分 1859 60%＝9306
万延１年分 1860 60%＝9306
文久１年分 1861 8934 5460 554 8997 65%＝10081.5
文久２年分 1862 7945 4327 1298 8138 小郡積戻し390丸
文久３年分 1863 8463 4868 1275 8571
元治１年分 1864 7163 609 7199 赤間関1000丸
慶応１年分 1865 8382 1793 8429
慶応２年分 1866 4454 703 7071
慶応３年分 1867 8795 376 8801 小郡積戻し340丸

出典：山口県文書館旧藩別置記録「山代宰判本控」。
出典：御届歩通りは、「製紙録」弐ノ上。
参考：明治２年山代8767軒。明治４山代人員35000人。
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売
買
（
農
民
層
分
解
）
に
よ
る
請
紙
の
田
畠
と
の
乖
離
を
防

ご
う
と
し
て
い
る
。

　

つ
ぎ
に
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
九
月
の
「
損
徳
差
引

書）
（（
（

」
を
見
て
み
よ
う
。
表
（
８
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

安
政
五
年
の
大
坂
売
り
米
抨
値
段
米
一
石
＝
一
二
二
・
六
四

六
匁
を
基
準
に
し
て
、
紙
の
大
坂
売
却
代
銀
と
御
仕
入
米
銀

を
比
較
し
、
損
益
計
算
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
よ
う

に
い
う
。

　
　

 

太
概
宝
暦
年
以
前
之
和
市
銀
百
目
ニ
付
弐
石
五
斗
替
之

御
定
ニ
而
、
今
以
米
渡
被
仰
付
、
宝
暦
以
後
追
々
増
御

仕
入
銀
を
も
被
立
下
、
根
増
相
縮
候
而
者
、
当
時
高
直

之
米
価
ニ
而
、
右
御
売
紙
直
段
江
立
競
候
而
ハ
、
別
紙

之
通
余
分
之
御
損
失
ニ
相
当
候

　

定
和
市
が
二
石
五
斗
替
（
米
一
石
＝
四
〇
匁
）
の
ま
ま
で

あ
る
こ
と
、
こ
れ
と
大
坂
売
却
米
値
段
一
二
二
匁
余
と
の
間

の
間
欠
銀
（
逆
鞘
）
が
大
き
く
、
か
つ
米
値
段
の
高
騰
に
比

し
て
の
紙
値
段
の
低
迷
が
問
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

根
山
代
の
半
紙
が
八
九
六
一
丸
余
、諸
郡
全
体
で
一
万
七
四
〇
五
丸
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
の
根
山
代
歩
通
り
は
六
〇
％
（
九
三
〇
六
丸
）
で
あ
る
か
ら
、
首
肯

で
き
る
数
値
で
あ
る
。
根
山
代
の
御
仕
入
米
銀
は
、
一
一
九
八
貫
目
余
（
こ
の

う
ち
本
所
務
分
は
六
五
一
貫
目
余
、
歩
通
り
六
〇
％
と
す
れ
ば
三
九
〇
貫
目
余

と
な
る
）
で
あ
り
、
山
代
紙
の
大
坂
値
段
が
一
丸
＝
一
〇
八
匁
余
と
安
く
、
二

内
一
万
三
二
九
六
釜
を
五
年
間
休
釜
と
し
た
（
根
釜
は
三
万
一
〇
二
四
釜
）。

こ
れ
は
事
実
上
約
一
万
丸
の
請
紙
に
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
嘉
永
七
年
（
安

政
元
年
＝
一
八
五
四
）、
明
和
の
帳
面
楮
（
四
万
六
五
三
〇
釜
＝
一
万
五
五
一

〇
丸
）
に
戻
し
た
が
、
名
目
の
み
の
復
旧
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
と
き

畠
方
に
請
釜
を
張
り
付
け
、
田
方
に
も
二
九
五
〇
丸
余
を
張
り
付
け
て
、
田
畠

表（７）　根山代楮御仕成米銀立
米方請

項目 米（石） 銀（貫目） 備考

釜別２升米（楮修甫米） 930.6000 御帳面楮46530釜。１番修甫釜別８合３月渡、２
番修甫６合５月渡、３番修甫６合７月渡。

釜別４升米（楮切蒸飯米） 1079.4960 根釜江当り歩通58％上納之釜江楮切蒸飯米。
丸別４斗２升（漉飯米） 3778.2360 歩通58％26987.4釜を大ウ丸にして8995.8丸漉飯米
明和被楮植継御救楮苗80万本植
付雑用米 166.0000 右4廉明和御仕法を以被立下分。

釜別１升米 465.3000 御帳面楮46530釜へ釜別１升米。

釜別５合米 134.9370 歩通58％釜別江当ル。右２廉文化３寅年以来、楮
修甫・切蒸飯米を増被立下候分。

不足楮13000釜10年間作戻し江
対し釜別２升 260.0000 天保11年より被立下、御仕組入の者根釜江当り、

増修甫米として。
合御仕入米 6814.5690
内（米方払）
歩通58％26987.4釜江釜別２升
宛３度の修甫米地下渡之分 539.7480 尤受ニ有之930.6石の内390.852石は大庄屋一紙受

備。
釜別４升米（楮切蒸飯米） 1079.4960
漉飯米大ウ丸8995.8丸の内丁半
紙338.26丸江丸別４升８合宛引
米64.2368石引残し地下渡

3713.9992 丁半紙丸別４升８合引之分64.2368石は、大庄屋
一紙請。

御救苗80万本と当御仕組50万
本、以上130万本江当ル畑開飯
米1000本ニ１斗幷修甫米２升当
年のみ。

156.0000 残10石は年々大庄屋一紙請。

不足楮作戻し御仕組不入者持分
差引残36583釜余へ釜別６合５
勺宛地下渡

237.7936 残22.2064石は大庄屋一紙請。

釜別１升米 465.3000
歩通釜別５合米 134.9370
以上（人別江渡方之分） 6327.2738
残大庄屋一紙請 487.2952
銀子方
歩通58％釜数26987.4釜江釜別
10匁地下渡 269.874

根釜江当り釜別１匁宛懸り銀受
之分 46.530

御救苗130万本代（1000本ニ付
15匁宛） 19.500 内12貫目は御預銀利銀之分。7.5貫目は当御仕組

ニ付天保11年より新規被立下分。
以上御仕入銀之分 335.904
内
年々歩通へ当り１匁宛、川船運
賃銀・紙漉道具買足引当として
懸かり銀受之分

46.530

外ニ根釜46530釜江当り釜別２
分宛定法貫立懸かり銀受之分 9.306

出典：「製紙録」弐ノ上の「楮御仕成米銀立」（天保11年）。
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四
五
貫
目
余
の
損
銀
が
出
て
い

る
。
諸
郡
全
体
で
は
、
吉
田
を
除

い
て
損
銀
が
出
て
お
り
、
一
丸
当

た
り
三
〇
匁
の
損
銀
と
な
る
。
損

銀
の
出
る
原
因
は
、
米
仕
入
に
お

け
る
定
和
市
と
実
勢
米
価
と
の
間

の
間
欠
銀
、
そ
れ
に
米
価
の
高
騰

に
比
し
て
の
紙
価
の
低
迷
で
あ

る
。
と
く
に
領
内
第
二
の
紙
所
德

地
の
紙
の
大
坂
売
却
値
段
一
丸
＝

一
二
四
匁
余
に
比
し
て
、
山
代
紙

同
一
丸
＝
一
〇
八
匁
は
あ
ま
り
に

安
い
。
同
史
料
に
つ
ぎ
の
よ
う
に

い
う
。

　
　

 

近
来
紙
品
相
劣
り
、
薄
手
・

漉
む
ら
・
楮
解
ケ
不
致
程
之

麁
紙
多
く
、（
中
略
）
大
坂

売
直
段
下
直
ニ
相
成
、
終
ニ
御
損
失
ニ
立
至
り
候

　

山
代
の
場
合
、前
述
し
た
よ
う
に
一
丸
＝
三
釜
漉
き
と
条
件
が
厳
し
く
、「
苧

楮
拾
八
貫
め
」
で
一
丸
を
漉
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
鹿
野
「
弐
拾
四
貫
目
」

（
四
釜
漉
き
）・
德
地
「
弐
拾
五
貫
目
」
と
比
較
す
れ
ば
、
明
瞭
で
あ
る
。
勢
い

薄
漉
き
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。「
御
紙
漉
潰
」
の
疲
弊
下
で
も
あ
る
。

　

最
後
に
近
世
後
期
を
通
じ
た
、
諸

郡
紙
の
変
遷
を
見
よ
う
。
表
（
９
）

を
作
成
し
た
。
宝
暦
四
年
の
数
値
は

大
坂
売
却
紙
の
み
で
、
同
日
に
は
論

じ
得
な
い
が
、
安
永
三
年
・
文
政
四

年
の
数
値
は
大
変
参
考
に
な
る
。
こ

の
両
年
の
半
紙
数
約
二
万
七
〇
〇
〇

丸
に
比
し
て
、
万
延
元
年
は
約
一
万

七
〇
〇
〇
丸
と
、
約
一
万
丸
の
減
と

な
る
。
激
減
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

御
仕
入
定
和
市
（
二
石
五
斗
替
、
米

一
石
＝
四
〇
匁
）
は
変
化
し
て
い
な

い
中
で
、
実
勢
米
価
は
一
石
＝
五
〇

匁
か
ら
同
一
二
二
匁
余
に
高
騰
し
て

お
り
、
間
欠
銀
が
一
石
当
た
り
一
〇

匁
か
ら
八
二
匁
に
跳
ね
上
が
っ
て
い

る
。
紙
価
は
一
丸
＝
九
二
匁
か
ら
一

一
〇
匁
に
上
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
丸
別
仕
入
が
一
四
〇
匁
も
か
か
っ
て
い
る

の
で
、
丸
別
損
銀
が
三
〇
匁
も
出
る
有
様
で
あ
る
。
幕
末
の
和
市
変
動
の
影
響

を
、
も
ろ
に
受
け
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

表（８）米方御仕入午年大坂御売抨を大坂御運送紙御売払代銀と立競損徳差引
宰判名 御仕入米銀

（貫目）
半紙

（丸）
大坂売払代銀

（貫目）
差引損益
（貫目） 備考

当嶋 40.94408 312.000 40.122 －0.822075 大坂売払丸別128.596匁。
奥阿武郡 121.00809 970.166 108.343 －12.665419 大坂売払丸別111.674匁。

吉田 16.22107 201.000 22.702 6.480928 これのみ徳銀。大坂売払丸
別112.94匁。

山口 15.12879 90.000 11.250 －3.878794 大坂売払丸別125匁。
德地 675.10518 4223.000 526.420 －148.684738 大坂売払丸別124.655匁。
都濃郡 24.34078 183.191 19.157 －5.184192 大坂売払丸別104.571匁。
同添石 20.46938 145.216 11.515 －8.954479 大坂売払丸別79.294匁。
熊毛 139.59513 1006.833 76.656 －62.939128 大坂売払丸別76.135匁。

山代 1198.91562 8961.933 953.577 －245.338785 大 坂 売 払 本 紙 丸 別108.002
匁。丁半紙丸別96.49匁。

鹿野 175.52167 1311.850 136.764 －38.757392 大坂売払丸別104.252匁。
合 2427.24978 17405.189 1906.506 －520.744074
丸別平均（匁） 139.45553 109.537 －29.918898 １丸に付約30匁の損銀。

出典：「製紙録」弐ノ下の「損徳差引書」（万延元申年９月）。
参考：根山代歩通りは、安政６年・万延元年分60％（9306丸）。

表（９）　近世後期諸郡紙の変遷
年代 同西暦 半紙（丸） 御仕入米銀

（貫目）
紙売払代銀
（貫目）

差引損益
（貫目） 備考

宝暦４ 1754 19000.000 1710.000 大坂売却値段１丸90匁。19000丸は大
坂売却紙のみ。米１石＝40匁。

安永３ 1774 26935.000 1749.842 2267.449 517.607
丸別仕入65匁、同売却値段84匁、同
売却益19匁。米１石＝50匁。大坂紙
売却値段１丸＝92匁。

文政４ 1807 27403.000 1892.253 2189.477 297.218
丸別仕入69匁、同売却値段80匁、同
売却益11匁。米１石＝50匁。大坂紙
売却値段１丸＝92匁。

万延１ 1861 17405.189 2427.250 1906.506 －520.744
丸別仕入140匁、同大坂紙売却値段
110匁、同損銀30匁。大坂米価１石＝
122.646匁。

出典：毛利家文庫政理４７「御所帯根積」（宝暦４）。
　　　萩市立図書館「御所帯方一紙大概抜粋」（安永３）。
　　　毛利家文庫政理113「御根積帳」（文政４）。
　　　 県庁旧藩記録826「製紙録」弐ノ下の「米方御仕入午年大坂御売抨を大坂御運送紙御売払代銀と立

競損徳差引書」。
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お
わ
り
に

　

萩
藩
後
期
の
山
代
請
紙
制
は
、
明
和
六
年
仕
法
を
基
本
骨
格
と
す
る
が
、
そ

の
仕
法
替
時
点
で
す
で
に
多
く
の
無
理
を
抱
え
て
い
た
。現
楮
二
万
六
五
三
三
・

七
釜（
八
八
四
四
・
六
丸
）を
一
・
七
五
倍
に
水
増
し
し
て
四
万
六
五
三
〇
釜（
一

万
五
五
一
〇
丸
）
の
帳
面
楮
を
設
定
し
た
。
歩
通
り
に
す
れ
ば
、
五
七
％
で
あ

る
。
水
増
し
分
は
、
被
楮
（
か
づ
き
こ
う
ぞ
）
と
い
い
、
毎
年
楮
苗
八
〇
万
本

を
植
え
付
け
て
復
旧
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
仕
法
替
の
内
容
は
、
帳
面
楮
五
万

釜
（
一
万
六
二
八
六
丸
）
を
四
万
六
五
三
〇
丸
（
一
万
五
五
一
〇
丸
）
に
減
額
、

本
所
務
分
（
紙
年
貢
）
に
当
た
る
把
銀
を
七
〇
〇
貫
目
か
ら
六
五
一
・
四
二
貫

目
に
減
額
、
一
丸
＝
三
・
〇
七
釜
漉
き
を
三
釜
漉
き
に
改
正
、
定
和
市
二
・
六

石
替
を
二
・
五
石
替
に
改
正
、
で
あ
っ
た
。

　

山
代
請
紙
制
の
矛
盾
は
、
山
代
大
庄
屋
讃
井
仙
左
衛
門
が
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
田
方
石
盛
が
一
七
宰
判
中
一
位
と
極
め
て
高
い
こ
と
（
紙
を
で
き
る
だ

け
召
し
上
げ
る
た
め
、
石
盛
を
わ
ざ
と
高
く
し
た
）、
畠
方
は
畠
銀
と
楮
銀
の

二
重
年
貢
に
苦
し
み
、
楮
作
の
た
め
と
寒
冷
地
の
た
め
畠
作
が
不
調
で
食
物
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
、
楮
修
甫
の
た
め
に
は
本
所
務
分
の
飯
米
仕
入
で
は
不
足

し
、食
物
が
な
い
こ
と
、一
丸
＝
三
釜
漉
き
の
作
法
で
は
無
理
で
あ
る
こ
と
（
鹿

野
並
み
の
四
釜
漉
き
、
せ
め
て
三
・
五
釜
漉
き
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
）、
歩

通
り
に
よ
っ
て
請
紙
額
が
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
請
紙
額
に
応
じ
た
「
切

蒸
・
混
納
・
干
立
」
の
費
用
さ
え
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
楮
苗
植
付
に
は
畠
開

き
飯
米
と
修
甫
飯
米
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
紙
漉
き
屋
が
激
減
し
て
お
り
、

せ
め
て
「
楮
煮
窯
・
薪
料
幷
ニ
道
具
損
仕
替
代
」（
道
具
代
・
燃
料
）
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
難
渋
者
の
公
借
は
帳
消
し
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
田
方
で
麦
作

を
可
能
に
す
る
た
め
に
乾
田
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
等
々
で
あ
る
。
天
保
期

に
讃
井
の
提
案
の
う
ち
田
方
の
石
下
げ
と
楮
苗
五
〇
万
本
の
追
加
が
行
わ
れ
た

が
、
時
す
で
に
遅
し
の
感
が
あ
る
。
天
保
期
の
紙
漉
き
量
六
三
三
七
丸
は
、
山

代
紙
漉
き
量
の
底
を
な
し
、
明
暦
期
の
二
万
四
〇
〇
〇
丸
、
寛
文
期
の
三
万
丸

の
約
四
分
の
一
に
ま
で
衰
退
し
た
。

　
「
御
紙
漉
潰
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
紙
を
漉
け
ば
漉
く
ほ
ど
困
窮

し
て
潰
れ
て
し
ま
う
。
山
代
請
紙
制
と
は
、
田
方
・
畠
方
・
楮
方
の
本
所
務
（
年

貢
）
を
、
す
べ
て
紙
で
も
っ
て
収
納
す
る
と
い
う
特
異
な
徴
租
法
と
、
紙
の
専

売
制
が
密
接
不
可
分
に
結
び
つ
い
た
制
度
で
あ
り
、
何
重
も
の
収
奪
を
可
能
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
制
度
・
作
法
そ
の
も
の
に
無
理
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
藩
財
政
補
塡
に
追
わ
れ
る
の
あ
ま
り
、
地
元
に
還
元
さ
れ
る
も
の

が
あ
ま
り
に
少
な
く
、
百
姓
成
立
が
困
難
で
あ
っ
た
。

　

財
政
的
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
米
の
定
和
市
と
時
価
と
の
間
欠
銀
（
逆
鞘
）

の
問
題
が
大
き
い
。
と
く
に
幕
末
期
の
米
価
高
騰
に
よ
っ
て
損
銀
が
多
額
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
米
価
高
騰
に
比
し
て
の
紙
価
の
低
迷
も
重
要
で
、
こ
れ

に
は
山
代
の
疲
弊
に
よ
る
紙
質
の
低
下
が
響
い
て
い
る
。
紙
の
問
題
の
み
な
ら

ず
、
藩
財
政
を
分
析
す
る
際
も
、
幕
末
期
の
和
市
変
動
の
問
題
は
、
重
要
な
課

題
と
な
る
。

四
四



註（
１
）
拙
稿
「
萩
藩
前
期
の
山
代
紙
」（『
山
口
大
学
文
学
会
志
』
五
九
巻
、
二

〇
〇
九
年
）、同
「
萩
藩
中
期
の
山
代
紙
」（『
同
』
六
〇
巻
、二
〇
一
〇
年
）。

（
２
）
防
長
紙
同
業
組
合
、
一
九
四
一
年
。
本
稿
は
、
マ
ツ
ノ
書
店
一
九
七
四

年
復
刻
版
に
拠
っ
た
。

（
３
）
山
口
県
文
書
館
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録
八
二
四
・
八
二
五
・
八
二
六
「
製

紙
録
」。
な
お
、
こ
の
史
料
は
、「
壱
ノ
上
」・「
弐
ノ
上
」・「
弐
ノ
下
」
の

三
冊
が
現
存
し
、「
壱
ノ
下
」（
明
和
か
ら
天
保
ま
で
）
が
欠
本
と
な
っ
て

い
る
。
欠
本
は
本
稿
の
対
象
と
す
る
時
期
と
重
な
る
の
で
、
他
の
史
料
に

よ
っ
て
補
う
必
要
が
あ
る
。

（
４
）
前
掲
「
製
紙
録
」
の
宝
暦
十
年
三
月
「
都
野
正
兵
衛
伝
書
」。

（
５
）
山
口
県
文
書
館
寄
託
松
原
家
文
書
「
御
帋
段
之
儀
ニ
付
覚
書
」。

（
６
）
萩
市
立
図
書
館
「
御
所
帯
方
御
一
紙
大
概
抜
粋
」
安
永
四
年
。

（
７
）
前
掲
松
原
家
文
書
「
御
帋
段
之
儀
ニ
付
覚
書
」、
同
「
明
和
六
丑
ノ
年

御
改
山
代
御
紙
仕
法
書
」。

（
８
）
山
口
県
文
書
館
毛
利
家
文
庫
政
理
四
七
。
な
お
こ
の
史
料
は
、『
山
口

県
史
史
料
編
近
世
３
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）「
製
紙
録
」
弐
ノ
上
。

（
10
）
讃
井
家
文
書
文
化
元
年
「
山
代
諸
村
御
仕
與
願
扣
」。

（
11
）
毛
利
家
文
庫
政
理
二
三
七
「
防
長
両
国
郷
村
手
鑑
」
天
保
十
二
年
。
な

お
こ
の
史
料
は
、『
山
口
県
史
史
料
編
近
世
３
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
県
庁
旧
藩
八
二
八
「
山
代
古
今
御
仕
法
廉
書
楮
方
一
件
之
部
」
文
化
十

年
。

（
13
）
毛
利
家
文
庫
政
理
一
一
三
「
御
根
積
帳
」
文
政
四
年
。

（
14
）
こ
の
帳
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
萩
藩
天
保
期
の
藩
財
政
」（『
山
口
大
学

文
学
会
志
』
五
一
巻
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

（
15
）
山
口
県
文
書
館
旧
藩
別
置
記
録
「
山
代
宰
判
本
控
」。

（
16
）「
製
紙
録
」
弐
ノ
上
。

（
17
）
毛
利
家
文
庫
政
理
一
四
九
。

（
18
）「
製
紙
録
」
弐
ノ
下
、
万
延
元
年
九
月
「
損
徳
差
引
書
」。

追
記　

 

本
稿
は
、『
山
口
大
学
文
学
会
志
』
六
一
巻
に
掲
載
さ
れ
る
同
題
小
稿

を
転
載
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
誌
掲
載
の
小
稿
と
関
係
が
深
い
た
め
、

読
者
の
便
宜
を
は
か
っ
た
。

四
五


